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現
在
の
高
等
学
校
の
教
科
・
科
目
構
成
（
全
学
科
共
通
教
科
等
）

特
別
活
動
は
単
位
数
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
に
年
間

35
単

位
時
間
以
上
、
生
徒
会
活
動
及
び
学
校
行
事
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
実
態
に
応
じ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
適
切
な
授
業
時
数
を
充
て
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

平
成
２
７
年
７
月
１
６
日

中
央
教
育
審
議
会

初
等
中
等
教
育
分
科
会

資
料
３
－
４
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地
理
歴
史

歴
史
総
合
（
仮
称
）

日
本
史
に
関
わ

る
探
究
科
目

（
仮
称
）

世
界
史
に
関
わ

る
探
究
科
目

（
仮
称
）

地
理
総
合

（
仮
称
）

地
理
に
関
わ

る
探
究
科
目

（
仮
称
）

公
民

公
共
（
仮
称
）

倫
理
に

関
す
る

新
選
択
科
目

政
治
･経
済
に

関
す
る

新
選
択
科
目

数
学

数
理
探
究
（
仮
称
）

高
等
学
校
の
教
科
･科
目
構
成
に
つ
い
て
（案
）

総
合
的
な
学
習
の
時
間

・
数
理
探
究
の
新
設
な
ど
の
状
況
も
踏
ま
え
、
高
等
学
校
に
お
け
る
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
活
性
化

へ
向
け
た
改
善
方
策
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
。

国
語

言
語
文
化

（
仮
称
）

論
理
国
語

（
仮
称
）

現
代
の
国
語

（
仮
称
）

…
共
通
必
履
修

情
報

情
報
Ⅰ

（
仮
称
）

情
報
Ⅱ

（
仮
称
）

外
国
語

※
英
語
力
調
査
の
結
果
や
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
の
レ
ベ
ル
、
高
校
生

の
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
な
ど
も
踏
ま
え
検
討
。

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
（
仮
称
）

(４
技
能
統
合
型
)

論
理
・
表
現
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

（
仮
称
）

ス
ピ
ー
チ
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

Ⅱ
・
Ⅲ
（
仮
称
）

(４
技
能
統
合
型
)

物
理

基
礎

物
理

化
学

基
礎

化
学

生
物

基
礎

生
物

地
学

基
礎

地
学

科
学
と

人
間
生
活

数
学 Ⅱ数
学 Ⅲ

数
学 Ａ数
学 Ｂ

数
学
Ⅰ

…
選
択
必
履
修

理
科

文
学
国
語

（
仮
称
）

国
語
表
現

（
仮
称
）

古
典
探
究

（
仮
称
）

2



高
等
学
校
国
語
科
の
改
訂
の
方
向
性
（
素
案
） 国
語
総
合

【
共
通
必
履
修
科
目
】

国
語
表
現

現
代
文
Ａ

現
代
文
Ｂ

古
典
Ａ

古
典
Ｂ

≪
現
行
科
目
≫

≪
改
訂
の
方
向
性
（
案
）
≫

【
言
語
文
化
（
仮
称
）
】

上
代
（
万
葉
集
の
歌
が
詠
ま
れ
た
時
代
）
か
ら
近
現
代
に
つ
な
が
る

我
が
国
の
言
語
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
科
目

・
言
語
の
文
化
的
側
面
（
我
が
国
の
歴
史
の
中
で
創
造
さ
れ
、
上
代

か
ら
近
現
代
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
た
文
化
的
に
高
い
価
値
を
も
つ

言
語
そ
の
も
の
）
へ
の
理
解
・
関
心
を
深
め
、
こ
れ
を
継
承
し
て
い
く

一
員
と
し
て
、
自
身
の
言
語
に
よ
る
諸
活
動
に
生
か
す
能
力

【
現
代
の
国
語
（
仮
称
）
】

実
社
会
・
実
生
活
に
生
き
て
働
く
国
語
の
能
力
を
育
成
す
る
科
目

・
実
社
会
・
実
生
活
に
お
け
る
言
語
に
よ
る
諸
活
動
に
必
要
な
国
語

の
能
力

（
根
拠
に
基
づ
い
て
論
述
し
た
り
議
論
し
た
り
す
る
た
め
に
必
要
な

能
力
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
能
力
の
育
成
に
必
要
と
な
る
、
多
様
な

資
料
等
を
収
集
し
て
解
釈
す
る
能
力
等
）

【
文
学
国
語
（
仮
称
）
】

小
説
、
随
筆
、
詩
歌
、
脚
本
等
に

描
か
れ
た
人
物
の
心
情
や
情
景
、

表
現
の
仕
方
等
を
読
み
味
わ
い
、

評
価
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の

創
作
に
関
わ
る
能
力
を
育
成
す

る
科
目

【
古
典
探
究
（
仮
称
）
】

古
文
・
漢
文
を
主
体
的
に
読
み

深
め
る
こ
と
を
通
し
て
、
自
分
に

と
っ
て
の
古
典
の
意
義
や
価
値

に
つ
い
て
探
究
す
る
科
目

【
論
理
国
語
（
仮
称
）
】

多
様
な
文
章
等
を
、
多
角
的
な

視
点
か
ら
理
解
し
、
創
造
的
に

思
考
し
て
自
分
の
考
え
を
形
成

し
、
論
理
的
に
表
現
す
る
能
力
を

育
成
す
る
科
目

【
国
語
表
現
（
仮
称
）
】

表
現
の
特
徴
や
効
果
を
理
解
し

た
上
で
、
自
分
の
思
い
や
考
え

を
ま
と
め
、
適
切
か
つ
効
果
的
に

表
現
し
て
他
者
と
伝
え
合
う
能
力

を
育
成
す
る
科
目

選 択 科 目 （ 案 ）共 通 必 履 修 科 目 （ 案 ）

平
成
２
８
年
３
月
１
４
日

教
育

課
程

部
会

国
語
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
３
（
会
議
後
修
正
）
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・
「
話
す
こ
と
」
「
書
く
こ
と
」
を
中
心
と
し
た
発
信
力
の
強
化

・
ス
ピ
ー
チ
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
言
語
活
動
が
中
心

・
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
て
得
た
情
報
や
考
え
な
ど
を
活
用
し
て

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
技
能
統
合
型
の
言
語
活
動

・
４
技
能
を
総
合
的
に
育
成
（
受
信
・
発
信
の
バ
ラ
ン
ス
）

・
明
確
な
目
標
（
英
語
を
用
い
て
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
）

を
達
成
す
る
た
め
の
構
成
・
内
容

・
複
数
の
技
能
を
統
合
さ
せ
た
言
語
活
動
が
中
心

・
「
英
コ
ミ
ュ
Ⅰ
」
は
中
学
校
段
階
で
の
学
習
の
確
実
な
定
着

（
高
等
学
校
へ
の
橋
渡
し
）
を
含
む
。

高
等
学
校
に
お
け
る
英

語
科

目
の

改
訂
の
方

向
性

と
し

て
考
え
ら
れ
る
構
成

（
た
た
き
台
）

・
生
徒
の
英
語
力
に
つ
い
て
，
４
技
能
全
般
，
特
に
「
話
す
こ
と
」
と
「
書
く
こ
と
」
の
能
力
が
課
題

・
英
語
の
学
習
意
欲
に
課
題

・
言
語
活
動
、
特
に
、
統
合
型
の
言
語
活
動
（
例
：
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
話
し
た
り
書
い
た
り
す
る
活
動
）
が
十
分

で
は
な
い

・
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
お
い
て
、
英
語
学
習
に
関
す
る
生
徒
の
多
様
化
へ
の
対
応
が
必
要

外
国
語
を
通
じ
て
、
言
語
や
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
他
者
を
尊
重
し
、
聞
き
手
・
話
し
手
・
読
み
手
・
書
き
手

に
配
慮
し
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
態
度
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
日
常
的
な
話
題
か
ら

時
事
問
題
や
社
会
問
題
ま
で
幅
広
い
話
題
に
つ
い
て
、
情
報
や
考
え
な
ど
を
的
確
に
理
解
し
た
り
適
切
に
伝
え
合
っ
た

り
す
る
能
力
を
養
う

外 国 語

現 行 科 目 ੝ ၖ भ ্ ਱ ਙ ␟ ੧ ␠

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ

ン
英
語
Ⅲ

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ

ン
英
語
Ⅱ

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ

ン
英
語

基
礎

英
語

表
現 Ⅱ

英
語

表
現
Ⅰ

英
語

会
話

ୖ ਻

Ⅰ ↓ Ⅲ へ 内 容 の 高 度 化 ・ 話 題 の 多 様 化

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ

ン
英
語

Ⅰ
（
必
履
修
）

発
信
力
が
弱
い

４
技
能
総
合
型

(必
履
修
科
目
を
含
む

)の
科
目
を
核
と
す
る

発
信
能
力
の
育
成
を
さ
ら
に
強
化
す
る

生
徒
が
実
社
会
や
実
生
活
の
中
で
、
自
ら
が
課
題
を
発
見
し
、
主
体
的
・
協
働
的
に
探
求
し
、
英
語
で
考
え
や
気
持
ち

を
互
い
に
伝
え
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
学
習

英
語
に
よ
る
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
高
め
る
見
直
し

୘ ਛ घ स ऌ

ৱ ସ ؞ ચ ৡ ಉ

学
習
指
導
要

領
に
掲
げ
ら
れ

る
資
質
・
能
力

を
確
実
に
育

成
す
る
た
め
の

指
標
形
式
の

目
標
を
段
階

的
に
設
定

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
・Ⅱ
・Ⅲ
（仮
称
）

論
理
・
表
現
Ⅰ
･Ⅱ
･Ⅲ
（
仮
称
）

併
せ
て
専
門
教
科
「
英
語
」
の
各
科
目
も
見
直
し

⇒
総
合
英
語
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
（仮
称
）
，
デ
ィ
ベ
ー
ト
＆
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ
・Ⅱ

（
仮
称
）
，
エ
ッ
セ
ー
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
Ⅰ
・Ⅱ
（
仮
称
）

別
添

1
1
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（
参
考
）
現
行
学
習
指
導
要
領
の
高
等
学
校
に
お
け
る
英
語
科
目
の
見
直
し
等

(た
た
き
台
）

平
成

2
8年

1月
1
2日

現
在

英
語
Ⅰ

（
3単
位
）

英
語
Ⅱ

（
4単
位
）

Ｏ
Ｃ
Ⅰ
（
2単
位
）

リ
ー
デ
ィ
ン
グ

（
4単
位
）

（
旧
）

４
技
能

を
総
合

的
，
統

合
的
に

育
成

読
む
中

心

書
く
中
心

（
現
行
）

聞
く
，
話

す
中
心

（
※
）
Ｏ
Ｃ
：
「
オ
ー
ラ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
略

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

（
4単
位
）

Ｏ
Ｃ
Ⅱ
（
4単
位
）

（
新
） 【専
門
教
科
(英
語
)】

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

英
語
Ⅰ
（
3単
位
）

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

英
語
Ⅱ
（
4単
位
）

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

英
語
Ⅲ
（
4単
位
）

身
近
な
話
題

に
つ
い
て
英

語
で
会
話
す

る
能
力
の
育

成

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

英
語
基
礎
（
2単
位
）

４
技
能

の
総
合

的
，
統

合
的
な

育
成
の

一
層
の

強
化

論
理
的
に

表
現
す
る

能
力
の
育

成
に
焦
点

必

英
語
表
現
Ⅰ

（
2単
位
）

英
語
表
現
Ⅱ

（
4単
位
）

英
語
会
話

（
2単
位
）

（
※
）
矢
印
は
教
科
内
容
再
編
の
イ
メ
ー
ジ

英
語
ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

Ⅰ
（
仮
称
）
（3
単
位
）

※
中
学
校
と
の
円
滑
な
接
続
を
図
る
た
め
の
改
善

英
語
ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

Ⅱ
（
仮
称
）
（
4単
位
）

英
語
ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

Ⅲ
（
仮
称
）
（
4単
位
）

４
技
能

の
総
合

的
，
統

合
的
な

育
成
の

一
層
の

強
化

論
理
的
に

表
現
す
る
能

力
の
育
成

に
焦
点

必 論
理
・
表
現
Ⅲ
（
仮
称
）

（
2単
位
）

論
理
・
表
現
Ⅱ
（
仮
称
）

（
2単
位
）

総
合
英
語
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
（
仮
称
）

デ
ィ
ベ
ー
ト
＆
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

Ⅰ
・
Ⅱ
・Ⅲ
（
仮
称
）

エ
ッ
セ
イ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
（
仮
称
）

よ
り
高
度

な
４
技
能

の
育
成

よ
り
高
度

な
討
論
・
議

論
を
す
る

能
力
の
育

成

論
理
・
表
現
Ⅰ
（
仮
称
）

（
2単
位
）
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(1
)現

代
世

界
の

特
色

と
諸

課
題

の
地

理
的

考
察

(2
)生

活
圏

の
諸

課
題

の
地

理
的

考
察

(1
)現

代
世

界
の

特
色

と
諸

課
題

の
地

理
的

考
察

(2
)生

活
圏

の
諸

課
題

の
地

理
的

考
察

ア
地
球
儀
や
地
図
か
ら
と
ら
え
る

現
代
世
界

イ
世
界
の
生
活
・
文
化
の
多
様
性

ウ
地
球
的
課
題
の
地
理
的
考
察

ア
日
常
生
活
と
結
び
付
い
た
地
図

イ
自
然
環
境
と
防
災

ウ
生
活
圏
の
地
理
的
な
諸
課
題
と

地
域
調
査

地
理
A

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
地
理
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
（
た
た
き
台
案
）

1

○
地

理
的

な
技

能
「
実

践
的

な
社

会
的

ス
キ

ル
と

し
て

の
G

IS
活

用
」

○
地

理
的

知
識

と
地

理
的

理
解

「
地

球
規

模
（
グ

ロ
ー

バ
ル

）
の

自
然

シ
ス

テ
ム

，
社

会
・
経

済
シ

ス
テ

ム
の

知
識

と
理

解
」

資
質

・
能

力
現

行
地

理
A

科
目

新
必

履
修

科
目

(案
)

⇒
以

降
の

地
理

学
習

等
の

基
盤

と
な

る
よ

う
，

地
理

を
学

ぶ
意

義
を

確
認

す
る

と
と

も
に

，
地

図
や

地
理

情
報

シ
ス

テ
ム

（
Ｇ

ＩＳ
）
な

ど
に

関
わ

る
汎

用
的

な
地

理
的

技
能

を
身

に
付

け
る

。

⇒
自

然
と

社
会

・
経

済
シ

ス
テ

ム
の

調
和

を
図

っ
た

，
世

界
の

多
様

性
の

あ
る

生
活

・
文

化
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

⇒
地

球
規

模
の

諸
課

題
と

そ
の

解
決

に
向

け
た

国
際

協
力

の
在

り
方

に
つ

い
て

考
察

す
る

。

⇒
日

本
国

内
や

地
域

の
自

然
環

境
と

自
然

災
害

と
の

関
わ

り
や

，
そ

こ
で

の
防

災
対

策
に

つ
い

て
考

察
す

る
。

⇒
生

活
圏

の
課

題
を

，
観

察
や

調
査

・
見

学
等

を
取

り
入

れ
た

授
業

を
通

じ
て

捉
え

，
持

続
可

能
な

社
会

づ
く
り

の
た

め
の

改
善

，
解

決
策

を
探

究
す

る
。

ア
多

様
な

生
活

・
文

化
と

国
際

理
解

イ
地

球
的

な
諸

課
題

と
国

際
協

力

持
続

可
能

な
社

会
づ

く
り

に
求

め
ら

れ
る

地
理

科
目

⑶
防

災
と

持
続

可
能

な
社

会
の

構
築

ア
自

然
環

境
と

災
害

対
応

イ
生

活
圏

の
調

査
と

持
続

可
能

な
社

会
づ

く
りＧ

ＩＳ

グ
ロ

ー
バ

ル
化 防
災

Ｅ
Ｓ

Ｄ

「
地
理
総
合
」
(仮
称
)

○
地

理
的

な
見

方
や

考
え

方
「
空

間
概

念
を

捉
え

る
力

」
○

態
度

「
地

域
，

国
家

的
及

び
国

際
的

な
課

題
解

決
を

模
索

す
る

献
身

的
努

力
」

＜
参

考
＞

・
中

学
校

地
理

的
分

野
に

お
い

て
充

実
し

た
地

誌
学

習
に

よ
り

獲
得

し
た

知
識

等
を

活
用

し
，

国
内

外
の

諸
課

題
等

を
主

題
的

に
扱

う
。

・
本

科
目

履
修

後
の

地
理

歴
史

科
の

科
目

や
他

教
科

に
お

い
て

活
用

で
き

る
，

G
IS

を
は

じ
め

と
す

る
地

理
的

な
技

能
や

，
世

界
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

，
持

続
可

能
な

社
会

づ
く

り
と

い
っ

た
考

え
方

を
身

に
付

け
さ

せ
る

。

（
「

ル
ツ

ェ
ル

ン
宣

言
に

お
け

る
『

持
続

可
能

な
開

発
を

実
行

す
る

地
理

的
能

力
』

に
よ

る
」

）

⑵
国

際
理

解
と

国
際

協
力

⑴
地

図
と

地
理

情
報

シ
ス

テ
ム

の
活

用

平
成

２
７

年
１

２
月

２
１

日
教

育
課

程
部

会
高

等
学

校
の

地
歴

・
公

民
科

科
目

の
在

り
方

に
関

す
る

特
別

チ
ー

ム
資

料
４
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「
地
理
総
合
（
仮
称
）
」
に
お
い
て
重
視
す
る
思
考
力
等
と
授
業
イ
メ
ー
ジ
（
た
た
き
台
案
）

項
目

構
成

（
案

）
と

授
業

展
開

の
イ

メ
ー

ジ
問

い

出
生

率
の

高
い

地
域

が
必

ず
し

も
人

口
増

加
率

が
高

い
わ

け
で

は
な

い
こ

と
を

，
Ｇ

ＩＳ
を

用
い

て
階

級
区

分
図

の
重

ね
合

せ
を

行
い

，
そ

の
地

域
的

な
要

因
を

考
察

す
る

。
〔
他

に
，

統
計

資
料

の
分

析
，

主
題

図
の

作
成

な
ど

の
主

題
を

設
定

〕

㋐
な

ぜ
出

生
率

と
，

人
口

増
加

率
は

一
致

し
な

い
の

だ
ろ

う

ア
ン

デ
ス

高
地

の
地

形
や

気
候

等
の

自
然

環
境

の
特

徴
か

ら
，

湖
上

で
生

活
す

る
理

由
を

見
出

し
，

生
活

の
多

様
性

と
そ

の
必

然
性

に
つ

い
て

考
察

さ
せ

，
異

文
化

理
解

を
図

る
。

〔
他

に
，

衣
・
食

や
宗

教
な

ど
の

主
題

〕

㋑
ど

う
し

て
ア

ン
デ

ス
で

は
，

湖
上

で
生

活
す

る
人

々
が

い
る

の
だ

ろ
う

食
料

難
に

悩
む

ウ
ガ

ン
ダ

に
対

し
て

，
ど

の
よ

う
な

手
段

で
食

料
増

産
を

促
す

た
め

の
支

援
が

可
能

な
の

か
。

支
援

で
直

面
し

た
課

題
と

そ
の

要
因

を
探

り
，

国
際

協
力

の
在

り
方

に
つ

い
て

考
察

す
る

。
〔
他

に
，

地
球

温
暖

化
対

策
な

ど
の

主
題

〕

㋒
な

ぜ
ウ

ガ
ン

ダ
で

は
，

生
産

性
で

劣
る

陸
稲

が
生

産
さ

れ
て

い
る

の
だ

ろ
う

複
数

の
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

か
ら

地
域

の
自

然
環

境
の

特
徴

を
読

み
取

り
，

そ
の

情
報

を
比

較
，

関
連

付
け

て
，

各
地

域
で

想
定

さ
れ

る
災

害
を

考
え

，
地

域
な

ら
で

は
の

対
応

策
を

考
察

す
る

。
〔
他

に
，

災
害

復
旧

・
復

興
，

都
市

計
画

な
ど

の
主

題
〕

㋓
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
読

ん
で

，
私

た
ち

の
町

の
防

災
に

つ
い

て
考

え
よ

う

中
心

業
務

地
区

の
衰

退
等

を
背

景
に

，
今

後
ど

の
よ

う
な

ま
ち

づ
く
り

を
行

う
べ

き
か

，
地

域
調

査
に

よ
り

収
集

し
た

諸
資

料
を

分
析

し
，

分
析

結
果

を
踏

ま
え

た
生

活
圏

の
在

る
べ

き
姿

を
構

想
す

る
。

〔
他

に
，

環
境

対
策

な
ど

の
主

題
〕

㋔
フ

ー
ド

デ
ザ

ー
ト

解
消

の
た

め
，

ど
の

よ
う

な
ま

ち
づ

く
り

を
目

指
す

べ
き

か

重
視

す
る

思
考

力
，
判

断
力

，
表

現
力

等

○
地

図
上

に
表

さ
れ

た
事

象
と

実
際

の
で

き
ご

と
を

関
連

付
け

て
考

察
す

る
力

○
考

察
し

た
こ

と
を

，
目

的
に

応
じ

て
地

図
等

に
ま

と
め

，
効

果
的

に
説

明
す

る
力

○
自

然
環

境
等

に
対

応
し

た
世

界
の

多
様

な
生

活
・

文
化

の
意

味
や

意
義

を
理

解
し

，
自

他
の

文
化

を
尊

重
し

つ
つ

考
察

す
る

力
○

考
察

し
た

こ
と

を
，

資
料

を
踏

ま
え

て
説

明
す

る
力

○
地

球
規

模
で

見
ら

れ
る

諸
課

題
（
環

境
，

資
源

・
ｴ
ﾈ

ﾙ
ｷ

ﾞｰ
，

人
口

，
食

料
，

住
居

・
都

市
，

民
族

・領
土

等
）
に

つ
い

て
多

面
的

・
多

角
的

に
考

察
す

る
力

○
考

察
し

た
こ

と
を

，
根

拠
を

明
確

に
し

て
議

論
す

る
力

○
国

内
各

地
の

自
然

環
境

と
そ

こ
で

現
れ

る
災

害
の

傾
向

性
を

関
連

付
け

て
課

題
を

把
握

し
，

多
面

的
・

多
角

的
に

考
察

す
る

力
○

考
察

し
た

こ
と

を
，

資
料

に
ま

と
め

て
説

明
す

る
力

○
生

活
圏

に
見

ら
れ

る
課

題
に

つ
い

て
，

そ
の

背
景

や
要

因
等

の
分

析
に

基
づ

き
，

様
々

な
解

決
策

を
吟

味
し

，
構

想
す

る
力

○
構

想
し

た
こ

と
を

，
実

現
可

能
性

を
指

標
に

議
論

す
る

力

（
⇒

詳
細

は
，

別
紙

資
料

参
照

）

ア
生

活
・
文

化
の

多
様

性
と

国
際

理
解

イ
地

球
的

な
諸

課
題

と
国

際
協

力

⑶
防

災
と

持
続

可
能

な
社

会
の

構
築

ア
自

然
環

境
と

災
害

対
応

イ
生

活
圏

の
調

査
と

持
続

可
能

な
社

会
づ

く
り

「
地
理
総
合
」
(仮
称
)

⑵
国

際
理

解
と

国
際

協
力

⑴
地

図
と

地
理

情
報

シ
ス

テ
ム

の
活

用

＜
補

足
；

「
学

習
の

系
統

性
，

段
階

性
」

＞
・

(1
)の

学
習

に
よ

っ
て

培
っ

た
地

理
的

な
技

能
を

，
後

の
(2

)，
(3

)の
学

習
や

他
教

科
・

科
目

等
の

学
習

に
お

い
て

実
践

的
に

活
用

す
る

。
・

(2
)と

(3
)の

そ
れ

ぞ
れ

「
ア

」
で

把
握

，
考

察
し

た
こ

と
を

基
に

，
「

イ
」

で
議

論
，

構
想

（
展

望
）

す
る

。
・

(2
)で

学
ん

だ
各

地
の

諸
課

題
へ

の
対

応
策

を
，

(3
)の

生
活

圏
の

諸
課

題
解

決
の

構
想

に
生

か
す

。
(T

h
in

k 
G

lo
b
a
lly

, 
A
ct

 L
o
ca

lly
)

問 い を 重 視 し た 授 業 展 開

「 地 理 的 な 見 方 や 考 え 方 」 を 用 い た 授 業 設 計

平
成

２
８

年
１

月
２

５
日

教
育

課
程

部
会

社
会

・
地

理
歴

史
・

公
民

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
資

料
８

－
１
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高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
地
理
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
構
成
（
た
た
き
台
案
）

「
地

理
総

合
（

仮
称

）
」

は
，

主
題

を
基

に
課

題
解

決
的

な
学

習
に

よ
り

，
社

会
で

生
き

て
働

く
地

理
的

実
践

力
の

育
成

の
場

と
し

て
，

「
新

選
択

科
目

」
は

，
地

理
総

合
で

習
得

し
た

地
理

的
な

技
能

，
見

方
や

考
え

方
を

基
に

，
世

界
の

諸
事

象
の

規
則

性
や

傾
向

性
な

ど
を

系
統

的
に

，
世

界
の

諸
地

域
の

構
造

や
変

容
な

ど
を

地
誌

的
に

考
察

し
た

上
で

，
現

代
日

本
に

求
め

ら
れ

る
国

土
像

の
在

り
方

に
つ

い
て

展
望

す
る

こ
と

に
よ

り
，

高
等

教
育

で
の

学
び

に
も

繋
が

る
本

格
的

な
地

理
的

探
究

の
場

と
し

て
構

成
す

る
。

(1
)様

々
な

地
図

と
地

理
的

技
能

(2
)現

代
世

界
の

系
統

地
理

的
考

察

(3
)現

代
世

界
の

地
誌

的
考

察

ア
地
理
情
報
と
地
図

イ
地
図
の
活
用
と
地
域
調
査

ア
自
然
環
境

イ
資
源
，
産
業

ウ
人
口
，
都
市
・
村
落

エ
生
活
文
化
，
民
族
・
宗
教

ア
現
代
世
界
の
地
域
区
分

イ
現
代
世
界
の
諸
地
域

ウ
現
代
世
界
と
日
本

移
行

拡
充

地
理
B

現
行

地
理

B
科

目

⇒
現

代
世

界
に

お
け

る
日

本
の

国
土

の
特

色
に

つ
い

て
多

面
的

・
多

角
的

に
考

察
し

，
我

が
国

が
抱

え
る

地
理

的
な

諸
課

題
を

探
究

す
る

活
動

を
通

し
て

，
そ

の
解

決
の

方
向

性
や

将
来

の
国

土
の

在
り

方
な

ど
に

つ
い

て
展

望
す

る
。

新
選

択
科

目
(案

)地
理

に
関

わ
る

探
究

科
目

⑶
現

代
日

本
に

求
め

ら
れ

る
国

土
像

⇒
地

域
の

概
念

，
地

域
区

分
の

意
義

を
考

察
し

，
実

際
に

地
域

を
区

分
す

る
。

⇒
地

誌
的

に
地

域
の

構
造

や
変

容
な

ど
を

考
察

す
る

。
⇒

地
域

な
ら

で
は

の
諸

課
題

と
地

球
的

課
題

の
関

連
性

を
追

究
す

る
。

⑵
現

代
世

界
の

地
誌

的
考

察

⇒
系

統
地

理
的

に
事

象
の

規
則

性
や

傾
向

性
な

ど
を

考
察

す
る

。
⇒

そ
れ

ぞ
れ

に
環

境
問

題
，

食
料

問
題

な
ど

の
関

連
諸

課
題

を
追

究
す

る
。

⑴
現

代
世

界
の

系
統

地
理

的
考

察
事

象
か

ら
の

ｱ
ﾌ
ﾟﾛ

ｰ
ﾁ

地
域

か
ら

の
ｱ

ﾌ
ﾟﾛ

ｰ
ﾁ

新
必
履
修
科
目

「
地
理
総
合
」
(仮
称
)

⑴
地

図
と

地
理

情
報

シ
ス

テ
ム

の
活

用

⑵
国

際
理

解
と

国
際

協
力

⑶
防

災
と

持
続

可
能

な
社

会
の

構
築

ア
自

然
環

境
イ

資
源

，
産

業
ウ

人
口

，
都

市
・
村

落
エ

生
活

文
化

，
民

族
・
宗

教
オ

観
光

，
交

通
，

通
信

等

ア
現

代
世

界
の

地
域

区
分

イ
現

代
世

界
の

諸
地

域

総
合

的
な

地
理

的
ｱ

ﾌ
ﾟﾛ

ｰ
ﾁ

新
必

履
修

科
目

で
身

に
付

け
た

学
習

の
成

果
を

活
用

し
，
探

究
を

深
め

る
科

目

既
得
の

地
理
的
な
技
能
，

世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

と
い
っ
た
考
え
方
な
ど

を
踏
ま
え
て

既
得
の

地
理
的
な
技
能
，

世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

と
い
っ
た
考
え
方
な
ど

を
踏
ま
え
て

資
質

・
能

力

○
世

界
の

空
間

的
な

諸
事

象
の

規
則

性
，

傾
向

性

や
，

世
界

の
諸

地
域

の

構
造

や
変

容
に

つ
い

て

の
理

解
な

ど

○
世

界
や

日
本

の
望

ま
れ

る
国

土
像

や
地

域
像

の

構
築

の
た

め
，

進
ん

で

参
加

し
貢

献
し

よ
う

と
す

る
態

度
な

ど

○
世

界
の

諸
事

象
を

系
統

地
理

的
に

考
察

す
る

力

や
，

世
界

の
諸

地
域

を

地
誌

的
に

考
察

す
る

力 な
ど

構 成 原 理

平
成

２
８

年
３

月
４

日
教

育
課

程
部

会
社

会
・

地
理

歴
史

・
公

民
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

資
料

６
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●
近
代
化
は
ど
の
よ
う
な
動
き
か
？

●
な
ぜ
社
会
の
大
衆
化
が
進
み
、
そ
れ
は
人
々
の
暮
ら
し
を
ど
う
変
え
て
き
た
か
？

●
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
私
た
ち
に
何
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
？

〔
単
元
〕

・
産
業
社
会
の
到
来
、
政
治
の
変
革

・
日
本
の
改
革
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
変
容

な
ど

〔
単
元
〕

・
多
極
化
と
地
域
統
合

・
地
域
紛
争
と
国
際
秩
序

・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
国
際
社
会

（
持
続
可
能
な
社
会
へ
の
展
望
）
な
ど

・
現
代
的
な
諸
課
題
の
背
景
に
あ
る
歴
史
を
、
近
現
代
の
歴
史
の
転
換
（
「
近
代
化
」
「
大
衆
化
」
「グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
）
に
着
目
し
て
追
究
す
る
。

・
学
習
課
題
に
よ
っ
て
，
取
り
上
げ
る
時
期
を
広
げ
て
設
定
し
た
り
，
多
様
な
地
域
を
取
り
上
げ
た
り
す
る
こ
と
で
理
解
を
深
め
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

〔
考
察
を
深
め
る
問
い
〕
（
例
）
a，
b
な
ど
か
ら

・
工
業
化
と
政
治
変
革
は
何
を
も
た
ら
し
た
か

・
日
本
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か

（
ま
と
め
）
社
会
の
近
代
化
は
何
を
も
た
ら
し
た
か
な
ど

〔
考
察
を
深
め
る
問
い
〕
（
例
）

a～
c
な
ど
か
ら

・
な
ぜ
政
治
参
加
と
文
化
活
動
が
拡
大
し
た
か

・
人
々
の
暮
ら
し
と
政
治
が
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
た
か

・
世
界
大
戦
・
冷
戦
に
人
々
は
ど
う
対
処
し
た
か

（
ま
と
め
）
社
会
の
大
衆
化
は
何
を
も
た
ら
し
た
か
な
ど

〔
考
察
を
深
め
る
問
い
〕
（
例
）
a～
e
の
い
く
つ
か
か
ら

・
冷
戦
構
造
の
変
化
は
何
を
も
た
ら
し
た
か
。

・
冷
戦
終
結
後
も
、
な
ぜ
地
域
紛
争
は
続
く
の
か
。

（
ま
と
め
）
現
代
的
な
諸
課
題
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る

か
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
な
世
界
・
日
本
を
求
め
る
か
な
ど

18
世
紀
後
半

～
（
現
在
）

19
世
紀
後
半

～
（
現
在
）

20
世
紀
後
半

～
現
在

・
産
業
社
会
と
国
民
国

家
を
形
成
す
る
方
向
に

社
会
が
変
化
し
た
。

・
大
衆
が
社
会
全
体
の

在
り
方
を
規
定
す
る
よ

う
に
な
り
は
じ
め
た
。

・
人
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報

等
が
国
境
を
越
え
て

一
層
流
動
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

〔
単
元
〕

・
大
衆
社
会
の
形
成

・
政
治
と
世
論

・
国
際
紛
争
と
国
際
協
調
な
ど

●
歴
史
学
習
の
扉
～
歴
史
を
な
ぜ
学
ぶ
か
、
ど
う
学
ぶ
か
～
（
例
：
近
世
の
日
本
・
ア
ジ
ア
を
事
例
に
）

取
り
上
げ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
題
材

産
業
革
命
、
市
民
革
命
、
近
代
科
学
、

立
憲
政
治
、
資
本
主
義
・
社
会
主
義
、

明
治
維
新
、
政
党
政
治
、
国
民
国
家
、

消
費
社
会
、
国
民
文
化
、
マ
ス
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
移
民
、
帝
国
主
義
、
総

力
戦
、
植
民
地
、
世
界
恐
慌
、
フ
ァ
シ

ズ
ム
、
冷
戦
、
地
域
紛
争
、
地
域
統
合

、
民
族
主
義
、
難
民
、
高
度
経
済
成
長

、
多
国
籍
企
業
、
市
場
経
済

…
な
ど

〔
参
考
〕

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
の
改
訂
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
構
成
（
た
た
き
台
）

○
歴
史
的
な
見
方
や
考
え
方
を
用
い

て
学
ぶ
方
法

（
例
）

・
推
移
や
変
化
に
着
目
し
て
、

・
比
較
し
て
相
違
や
共
通
性
を
明
確
に

し
て
、

・
原
因
と
結
果
を
関
連
付
け
て
、

・
相
互
作
用
に
着
目
し
て
、

⇒
歴
史
の
転
換
の
様
子
や
変
化
の
特

色
、
意
味
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察

す
る「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
の
学
び
方
（
例
）

＜
〔
比
較
〕
を
中
心
に
，
〔
因
果
〕
〔
相
互
作
用
〕
に
も
着
目
す
る
＞

＜
〔
因
果
〕
を
中
心
に
，
〔
比
較
〕
〔
相
互
作
用
〕
に
も
着
目
す
る
＞

＜
〔
相
互
作
用
〕
を
中
心
に
，
〔
比
較
〕
〔
因
果
〕
に
も
着
目
す
る
＞

現
代
的
な
諸
課
題
に
つ
な
が
る
歴
史
的
な
状
況
（
例
）

（
学
習
内
容
の
焦
点
化
）

）
＜

a自
由
と
制
限
＞
＜

b富
裕
と
貧
困
＞
＜

c対
立
と
協
調
＞

＜
d統
合
と
分
化
＞
＜

e開
発
と
保
全
＞
な
ど

平
成
２
８
年
４
月
１
１
日

教
育
課
程
部
会
社
会
・地
理
歴
史
・公
民

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
資
料
９
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高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
歴
史
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
構
成
（た
た
き
台
）

(1
)原
始
・
古
代

(2
)中
世

(3
)近
世

(4
)近
代

(5
)両
大
戦
期

(6
)現
代

現
行
科
目
「
日
本
史
Ｂ
」

(2
)形
成

(3
)交
流
と
再
編

(4
)結
合
と
変
容

(5
)地
球
世
界
の

到
来

(1
)扉

現
行
科
目
「
世
界
史
Ｂ
」

新
選
択
科
目
（
案
）

（
世
界
史
に
関
わ
る
探
究
科
目
）新
必
履
修
科
目
「
歴
史
総
合

(仮
称

)」

○
諸
地
域
世
界
の
歴
史
の
大
き
な
枠
組
と
展
開
を
広
く
深
く
考
察
す
る
。

○
前
近
代
で
は
、

・
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
育
ん
だ
技
能
を
生
か
し
て
、
諸
資
料
を
活
用

し
て
歴
史
を
考
察
し
表
現
す
る
。

・
近
現
代
に
つ
な
が
る
諸
地
域
世
界
の
文
化
の
多
様
性
や
複
合
性
を

時
間
軸
（
タ
テ
）
と
空
間
軸
（
ヨ
コ
）
の
変
化
に
着
目
し
て
理
解
す
る
。

○
近
現
代
で
は
、

・
諸
地
域
世
界
の
歴
史
の
相
互
依
存
性
や
多
元
性
に
着
目
し
て
、
諸
資

料
を
活
用
し
、
広
い
視
野
か
ら
考
察
し
表
現
す
る
学
習
を
通
し
て
、
現

代
に
つ
な
が
る
諸
課
題
を
多
面
的
・
多
角
的
、
歴
史
的
に
追
究
、
探

究
す
る
。

・
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
獲
得
し
た
概
念
に
加
え
，
さ
ら
に
考
察
を
深

め
る
た
め
に
必
要
な
歴
史
的
な
概
念
を
習
得
す
る
。

新
選
択
科
目
（
案
）

（
日
本
史
に
関
わ
る
探
究
科
目

)

表 現
問 い

考
察
・
話
し
合
い

資
料
の
活
用

◎
新
必
修
科

目
で
習
得
し
た

「
歴
史
の
学
び

方
」
を
活
用
し
、

追
究
，
探
究
を

深
め
る
科
目

○
現
代
的
な
諸
課
題
の
背
景
に
あ
る
歴
史
を
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ
な
が
る
近
現
代
の
歴
史
の
転
換
に
着
目
し
て
追
究
す
る
。

◎
単
元
の
基
軸
と
な
る
本
質
的
で
大
き
な
問
い
を
設
け
、
諸
資
料
を
適
切
に
活
用
し
な
が
ら
、
比
較
や
因
果
関
係
を
追
究
す
る
な
ど
歴
史
的
な
見
方
や
考

え
方
を
用
い
て
考
察
す
る
「
歴
史
の
学
び
方
」
を
身
に
付
け
る
。

○
我
が
国
の
歴
史
の
展
開
に
つ
い
て
、
歴
史
を
構
成
す
る
様
々
な
要
素
か

ら
総
合
的
に
幅
広
く
考
察
す
る
。

○
前
近
代
で
は
、

・
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
育
ん
だ
技
能
を
一
層
高
め
、
多
様
な
資
料
を

活
用
し
て
歴
史
を
考
察
し
表
現
す
る
。

・
近
現
代
に
つ
な
が
る
各
時
代
の
展
開
に
関
わ
る
重
要
な
概
念
を
習
得

す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
の
伝
統
や
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
。

○
近
現
代
で
は
、

・
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
獲
得
し
た
概
念
や
，
前
近
代
の
学
習
で
高
め

た
歴
史
を
解
釈
、
説
明
し
考
察
す
る
力
を
用
い
，
地
域
等
の
多
様
な
資

料
を
活
用
し
、
現
代
に
つ
な
が
る
諸
課
題
を
多
面
的
・
多
角
的
，
歴
史

的
に
追
究
，
探
究
す
る
。

・
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
獲
得
し
た
概
念
に
加
え
，
さ
ら
に
考
察
を
深
め

る
た
め
に
必
要
な
歴
史
的
な
概
念
を
習
得
す
る
。

※
歴
史
用
語
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
研
究
者
と
教
員
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
歴
史
を
考
察
す
る
手
立
て
に
着
目
す
る
な
ど
し
て
構
造
化
を
図
る
。

平
成
２
８
年
４
月
１
１
日

教
育

課
程

部
会

社
会
・
地
理
歴
史
・
公
民

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
１
０
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(2
)諸
地
域
世
界
の
形
成

ア
西
ア
ジ
ア
世
界
・
地
中
海
世
界

イ
南
ア
ジ
ア
世
界
・
東
南
ア
ジ
ア
世
界

ウ
東
ア
ジ
ア
世
界
・
内
陸
ア
ジ
ア
世
界

エ
時
間
軸
か
ら
み
る
諸
地
世
界

0

現
行
世
界
史
B
科
目

・
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
習
得
し
た
「
歴
史
の
学
び
方
」
を
活
用
し
，
広
い
視
野
に
立
っ
て
深
く
考
察
す
る
科
目
と
す
る
。

・
前
近
現
代
で
は
，
近
現
代
に
つ
な
が
る
諸
地
域
世
界
の
文
化
の
多
様
性
，
複
合
性
を
，
時
間
軸
（
タ
テ
）
と
空
間
軸
（
ヨ
コ
）
の
変
化
に
着
目
し
て
理
解
す
る
。

・
近
現
代
で
は
，
諸
地
域
世
界
の
歴
史
の
相
互
依
存
性
や
多
元
性
に
着
目
し
て
，
諸
資
料
を
活
用
し
，
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
扱
わ
な
か
っ
た
概
念
を
習
得
す
る
と
と
も
に
，
考

察
し
表
現
す
る
学
習
を
通
し
て
，
現
代
世
界
の
特
質
を
多
面
的
・
多
角
的
に
広
く
深
く
追
究
，
探
究
す
る
。

(3
)諸
地
域
世
界
の
交
流
と
再
編

ア
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
形
成
と
拡
大

イ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
形
成
と
展
開

ウ
内
陸
ア
ジ
ア
の
動
向
と
諸
地
域
世
界

エ
空
間
軸
か
ら
み
る
諸
地
域
世
界

(1
)世
界
史
へ
の
扉

世
界
史
に
関
わ
る
探
究
科
目
(仮
称
)

○
諸
地
域
世
界
の
接
触
と
交
流

合

複
合
性

接
触
と
交
流
に

よ
る
文
化
の
融

合

資
質
・
能
力

移
行

(4
)諸
地
域
世
界
の
結
合
と
変
容

ア
ア
ジ
ア
諸
地
域
の
繁
栄
と
日
本

イ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
拡
大
と
大
西
洋
世
界

ウ
産
業
社
会
と
国
民
国
家
の
形
成

エ
世
界
市
場
の
形
成
と
日
本

オ
資
料
か
ら
よ
み
と
く
歴
史
の
世
界

○
諸
地
域
世
界
の
結
合
と
変
容

○
諸
地
域
世
界
の
歴
史
的
特
質

多
様
性

地
域
性
豊
か
な

諸
文
明
の
形
成

○
地
球
世
界
の
到
来

世
界

多
元
性

多
く
の
要
素
か
ら

成
り
立
つ
社
会
・

世
界

新
必
履
修
科
目
で
習
得

し
た
「歴
史
の
学
び
方
」

を
活
用
し
，
追
究
，
探
究

を
深
め
る
科
目

地
球
環
境
，
文
明
，
都
市
，
信
仰
，
港
市
，
奴
隷
制
，
カ
ー
ス
ト
制

度
，
華
夷
秩
序

…
等

冊
封
・
朝
貢
，
世
俗
と
聖
俗
，
イ
ス
ラ
ー
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
，
ス
ー

フ
ィ
ズ
ム

…
等

環
大
西
洋
革
命
，
征
服
王
朝
，
ア
ジ
ア
の
開
化
，
啓
蒙
思
想

…
等 宥
和
政
策
，
人
民
戦
線
，
新
植
民
地
主
義
，
人
間
の
安
全
保
障

…
等

(5
)地
球
世
界
の
到
来

ア
帝
国
主
義
と
社
会
の
変
容

イ
二
つ
の
世
界
大
戦
と
大
衆
社
会
の
出
現

ウ
米
ソ
冷
戦
と
第
三
世
界

エ
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世
界
と
日
本

オ
資
料
活
用
し
て
探
究
す
る
地
球
世
界
の

課
題

→
諸
地
域
世
界
の
歴
史
の
多
様
性
を
把
握

→
複
合
性
を
強
め
る
諸
地
域
世
界
の
特
質
を
理
解

→
長
期
的
視
野
か
ら
学
習
課
題
を
設
定
し
探
究

→
相
互
依
存
性
を
高
め
一
体
化
に
向
か
う
現
代
世
界
の
特
質
を
追
究

○
諸
地
域
世
界
の
歴
史
の

多
様
性
や
複
合
性
，
相
互

依
存
性
や
多
元
性
に
着
目

し
て
考
察
し
，
選
択
や
判
断

に
つ
い
て
構
想
す
る
力

○
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

に
向
け
て
，
広
い
視
野
に

立
っ
て
，
世
界
や
日
本
の
在

り
方
を
意
欲
的
に
探
究
し
よ

う
と
す
る
態
度

な
ど

新
必
履
修
科
目

「
歴
史
総
合
(仮
称
)」

●
現
代
的
な
諸
課
題
の
背
景
に
あ
る
歴
史
を
，
近
現
代

の
歴
史
の
転
換
に
着
目
し
て
考
察
す
る
。
●
単
元
の
基

軸
と
な
る
問
い
を
設
け
，
諸
資
料
を
適
切
に
活
用
し
，
歴

史
的
な
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
追
究
す
る
「
歴
史
の

学
び
方
」
を
身
に
付
け
る
。

相
互
依
存
性

結
び
付
き
を
強

め
る
世
界

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
世
界
史
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
構
成
（
た
た
き
台
）

＜
参
考
＞

○
諸
地
域
世
界
の
歴
史
に

関
わ
る
諸
事
象
に
つ
い
て

の
知
識
や
，
諸
地
域
世
界

の
歴
史
の
大
き
な
枠
組
み

と
展
開
の
考
察
に
関
わ
る

概
念
の
理
解

○
諸
資
料
を
収
集
す
る
，

読
み
取
る
，
ま
と
め
る
技

能

取
り
上
げ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
題
材

平
成

２
８
年

４
月

１
１
日

教
育

課
程

部
会

社
会

・
地

理
歴

史
・
公

民

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
資
料
１
１

11



高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
日
本
史
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
構
成
（
た
た
き
台
案
）

0

現
行

日
本

史
B

科
目

＜
参
考
＞

・
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
習
得
し
た
「
歴
史
の
学
び
方
」
を
活
用
し
，
歴
史
を
構
成
す
る
様
々
な
要
素
か
ら
総
合
的
に
幅
広
く
考
察
す
る
科
目
と
す
る
。

・
前
近
代
で
は
，
近
現
代
に
つ
な
が
る
各
時
代
の
展
開
に
関
わ
る
重
要
な
概
念
を
習
得
す
る
と
と
も
に
，
我
が
国
の
伝
統
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
，
解
釈
・
説
明
し
，
多
様
な
資
料
を
活

用
し
て
歴
史
を
考
察
し
表
現
す
る
力
や
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
育
て
た
技
能
を
一
層
高
め
る
。

・
近
現
代
で
は
，
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
獲
得
し
た
概
念
や
，
前
近
代
の
学
習
で
高
め
た
資
料
に
基
づ
い
て
歴
史
を
解
釈
・
説
明
し
考
察
す
る
力
を
活
用
し
て
，
地
域
と
日
本
，
世

界
を
取
り
巻
く
諸
課
題
に
つ
い
て
，
地
域
等
の
多
様
な
資
料
を
活
用
し
現
代
に
つ
な
が
る
諸
課
題
を
多
面
的
・
多
角
的
に
深
く
追
究
，
探
究
す
る
。

日
本

史
に

関
わ

る
探

究
科

目
(仮

称
)

新
必
履
修
科
目

「
歴
史
総
合
(仮
称
)」

●
現

代
的

な
諸

課
題

の
背

景
に

あ
る

歴
史

を
，

近
現

代
の

歴
史

の
転

換
に

着
目

し
て

考
察

す
る

。
●

単
元

の
基

軸
と

な
る

問
い

を
設

け
，

諸
資

料
を

適
切

に
活

用
し

，
歴

史
的

な
見

方
や

考
え

方
を

用
い

て
追

究
す

る
「
歴

史
の

●
現

代
的

な
諸

課
題

の
背

景
に

あ
る

歴
史

を
，

近
現

代
の

歴
史

の
転

換
に

着
目

し
て

考
察

す
る

。
●

単
元

の
基

軸
と

な
る

問
い

を
設

け
，

諸
資

料
を

適
切

に
活

用
し

，
歴

史
的

な
見

方
や

考
え

方
を

用
い

て
追

究
す

る
「
歴

史
の

学
び

方
」
を

身
に

付
け

る
。

資
質

・
能

力

○
歴

史
の

展
開

と
資

料
-
原

始
・
古

代
の

日
本

と
東

ア
ジ

ア
-

考
古
資
料
や
文
献
資
料
を
踏
ま
え
て
歴
史
が
叙
述

て
考
察
す
る
。

考
古
資
料
や
文
献
資
料
を
踏
ま
え
て
歴
史
が
叙
述

さ
れ
る
こ
と
等
の
理
解
を
も
と
に
，
原
始
・
古
代

の
社
会
や
文
化
の
特
色
を
国
際
環
境
と
関
連
づ
け

て
考
察
す
る
。

新
必

履
修

科
目

で
習

得
し

た
「歴

史
の

学
び

方
」

を
活

用
し

，
追

究
，
探

究
を

深
め

る
科

目

ア
ニ

ミ
ズ

ム
，

神
仏

習
合

，
令

外
官

等

(1
) 
原

始
・
古

代
の

日
本

と
東

ア
ジ

ア
ア

歴
史

と
資

料
イ

日
本

文
化

の
黎

明
と

古
代

国
家

の
形

成
ウ

古
代

国
家

の
推

移
と

社
会

の
変

化

(2
) 
中

世
の

日
本

と
東

ア
ジ

ア
ア

歴
史

の
解

釈
イ

中
世

国
家

の
形

成
ウ

中
世

社
会

の
展

開

(3
) 
近

世
の

日
本

と
世

界
ア

歴
史

の
説

明
イ

近
世

国
家

の
形

成
ウ

産
業

経
済

の
発

展
と

幕
藩

体
制

の
変

容

(4
) 
近

代
日

本
の

形
成

と
世

界
ア

明
治

維
新

と
立

憲
体

制
の

成
立

イ
国

際
関

係
の

推
移

と
立

憲
国

家
の

展
開

ウ
近

代
産

業
の

発
展

と
近

代
文

化

(5
) 
両

世
界

大
戦

期
の

日
本

と
世

界
ア

政
党

政
治

の
発

展
と

大
衆

社
会

の
形

成
イ

第
一

次
世

界
大

戦
と

日
本

の
経

済
・
社

会
ウ

第
二

次
世

界
大

戦
と

日
本

(6
) 
現

代
の

日
本

と
世

界
ア

現
代

日
本

の
政

治
と

国
際

社
会

イ
経

済
の

発
展

と
国

民
生

活
の

変
化

ウ
歴

史
の

論
述

-
近

世
の

日
本

と
世

界
-

○
歴

史
の

展
開

と
説

明
-
近

世
の

日
本

と
世

界
-

歴
史
事
象
の
多
様
な
解
釈
を
根
拠
や
論
理
を
踏

い
て
考
察
す
る
。

歴
史
事
象
の
多
様
な
解
釈
を
根
拠
や
論
理
を
踏

ま
え
て
説
明
す
る
活
動
等
を
通
し
て
，
近
世
社

会
の
安
定
と
動
揺
，
変
化
へ
の
胎
動
な
ど
に
つ

い
て
考
察
す
る
。

○
歴

史
の

構
造

と
地

域
・日

本
・
世

界
-
近

代
の

日
本

と
世

界
-

秩
禄

処
分

，
金

本
位

制
，

超
然

主
義

，
憲

政
の

常
道

，
統

帥
権

，
新

体
制

運
動

等

-
現

代
の

日
本

と
世

界
-

○
歴

史
の

記
録

と
論

述
-
現

代
の

日
本

と
世

界
-

適
切
な
主
題
を
設
け
て
、
根
拠
と
な
る
資
料
や
事

象
を
ふ
ま
え
，
現
代
の
日
本
を
歴
史
的
な
視
点
か

ら
探
究
し
，
自
ら
の
考
え
を
論
述
す
る
。

民
主

化
，

55
年

体
制

，
中

流
意

識
，

経
済

大
国

，
市

場
開

放
，

国
際

貢
献

等

○
持

続
可

能
な

社
会

づ
く
り

に

向
け

て
，

歴
史

の
展

開
の

総

合
的

な
理

解
を

踏
ま

え
て

，
地

域
や

日
本

，
世

界
の

在
り

方
を

意
欲

的
に

探
究

し
よ

う
と

す
る

態
度

な
ど

○
我

が
国

の
歴

史
の

展
開

に

つ
い

て
，

歴
史

を
構

成
す

る

様
々

な
要

素
か

ら
総

合
的

に
捉

え
た

幅
広

い
諸

事
象

の
理

解

○
多

様
な

資
料

を
効

果
的

に

収
集

す
る

，
読

み
取

る
，

ま
と

め
る

技
能

石
高

制
，

村
請

制
，

大
名

知
行

制
，

町
人

文
化

，
問

屋
制

家
内

工
業

，
経

世
論

，
雄

藩
等

-
中

世
の

日
本

と
東

ア
ジ

ア
-

○
歴

史
の

展
開

と
解

釈
-
中

世
の

日
本

と
東

ア
ジ

ア
-

連
づ
け
て
考
察
す
る
。

諸
資
料
を
活
用
し
て
諸
事
象
の
意
味
や
意
義
を

解
釈
す
る
活
動
等
を
通
し
て
，
中
世
の
分
立
す

る
権
力
の
在
り
方
や
，
社
会
変
動
や
文
化
の
主

体
の
多
様
化
な
ど
に
つ
い
て
，
国
際
環
境
と
関

連
づ
け
て
考
察
す
る
。

荘
園

・
公

領
，

得
宗

専
制

，
国

人
一

揆
等

○
我

が
国

の
歴

史
に

か
か

わ

る
様

々
な

分
野

に
着

目
し

，
自

ら
課

題
を

設
定

し
て

考
察

し
た

り
，

選
択

や
判

断
に

つ
い

て
構

想
す

る
力

変
化
と
多
様
な
展
開
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

必
履
修
科
目
で
学
ん
だ
概
念
な
ど
を
用
い
，
地
域

と
日
本
，
世
界
の
歴
史
の
相
互
の
関
係
を
地
域
の

資
料
等
を
活
用
し
て
捉
え
，
日
本
の
近
代
社
会
の

変
化
と
多
様
な
展
開
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

取
り

上
げ

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
題

材

平
成

２
８

年
４

月
１

１
日

教
育

課
程

部
会

社
会

・地
理

歴
史

・公
民

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
資

料
１

２
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- 1 -

高等学校公民科における科目構成及び新必履修科目「公共（仮称）」の

方向性として考えられる構成（素案）

※ 高等学校公民科における科目構成及び新必履修科目「公共（仮称 」の構成について）

は、以下のように考え整理することとしてはどうか。

○ 「論点整理」における検討も踏まえ、公民科の科目構成を見直し、共通必履修科目と

しての「公共（仮称 」を設置し、その上に選択履修科目「倫理（仮称 」及び「政治） ）

・経済（仮称 」を設置することが適当である。その際 「公共（仮称 」と同様に１科） 、 ）

「 」目でもって公民科の教科目標を達成することのできる現行の選択必履修科目 現代社会

については 「公共（仮称 」における三つの大項目相互の関係や学習内容において共、 ）

通する点も多く、その発展と捉えることもできることから科目を設置しないことが考え

られる。

○ 新必履修科目「公共（仮称 」では、第一に現代社会の課題を捉え、考察するための）

基準となる概念や理論を、古今東西の知的蓄積を通して習得し、第二に選択・判断の手

掛かりとなる考え方や公共的な空間における基本的原理を活用して、現代の社会的事象

や現実社会の諸課題について、協働的に考察し、合意形成を視野に入れながら構想した

ことの妥当性や効果、実現可能性などを指標にして議論する力を養うとともに、第三に

持続可能な社会づくりの主体となるために、様々な課題の発見・解決に向けた探究を行

い 「平和で民主的な国家及び社会の形成者」として必要な資質・能力を養うことが考、

えられる。

○ そのために、科目を三つの大項目で構成することとし、第一の「公共の扉」では、今

まで受け継がれてきた蓄積や先人の取組、知恵などを踏まえて、社会に参画し、他者と

協働する倫理的主体として個人が判断するための手掛かりとなる 「行為の結果におけ、

る個人の幸福とともに、社会全体の幸福を重視する考え方」と「 行為の結果よりも ）（ 、

行為の動機となる人間的責務としての公正などを重視する考え方」を理解させるととも

に、個人と社会との関わりにおいて、公共的な空間における基本的原理について考えさ

せることを通して、人間としての在り方生き方や公共的な空間の在り方を考える上での

基盤となる、人間と社会の在り方を捉える見方や考え方を培うことが考えられる。

○ また、この大項目で指導したことが、以後の学習に活用されていくことができるよう

十分に留意して指導計画を作成し、それに基づいた学習を展開することが求められる。

なお、この大項目では指導のねらいを明確にした上で、たとえば、囚人のジレンマ、

共有地の悲劇、最後通牒ゲーム等の思考実験や、環境保護、生命倫理等について概念的

平 成 ２ ８ 年 ４ 月 ２ ２ 日
教 育 課 程 部 会
社 会 ・ 地 理 歴 史 ・ 公 民
ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

資料９－３
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- 2 -

、 、 、 、に考える学習活動を取り入れたり 民主主義 自由・権利と責任・義務 相互承認など

公共的な空間における基本的原理に関わる事象を取り上げたりすることが考えられる。

○ 第二の「自立した主体として社会に参画し、他者と協働するために」では、小・中学

校社会科で習得した知識等を基盤に、人間と社会の在り方を捉える見方や考え方を働か

せながら、公共的な空間を形作る政治、経済、法などのシステムの基本を理解させると

ともに、自立した主体として生きるために必要な知識を身に付けさせることが考えられ

る。併せて、そうしたシステムを通じてどのように社会に参画し他者と協働していくか

を考察、追究させることが考えられる。

○ また、この大項目では指導のねらいを明確にした上で、たとえば、政治的主体として

は、政治参加、世論の形成、地方自治、国家主権（領土を含む 、国際貢献など、経済）

的主体としては、職業選択、金融の働き、経済のグローバル化と相互依存関係の深まり

など、法的主体としては、司法参加など、様々な情報を発信・受信する知的主体として

、 、 、 、は 情報モラルなどが また複数の主体が複合的に関連し合う題材としては 財政と税

社会保障、市場経済の機能と限界、雇用、労働問題（労働関係法制を含む 、契約、消）

費者の権利や責任、多様な契約、メディア、情報リテラシー、男女共同参画などの題材

を取り扱うことが考えられる。その際、選挙管理委員会、消費者センター、弁護士など

の関係する専門家・機関と連携・協働したり、討論、模擬裁判などの学習活動を効果的

に取り入れたりすることが考えられる。

○ その際、第三の「持続可能な社会づくりの主体となるために」で課題を探究する学習

を行うことに留意して課題意識の醸成に努めるとともに、個別的・網羅的な題材を取り

扱うことなく、政治的主体、経済的主体、法的主体、様々な情報を発信・受信する知的

主体の相互の有機的な関連を図り、これらの主体のうち二つ、あるいは三つの主体が複

合的に関連し合う題材については複数の観点から取り扱うことが考えられる。また、こ

れら様々な主体となる個人を支える家族・家庭や地域等にあるコミュニティを基盤に、

自立した主体として社会に参画し、他者と協働することの意義について考えさせること

が考えられる。

○ 第三の「持続可能な社会づくりの主体となるために」では、前二つの大項目における

学習を踏まえて、持続可能な地域、国家、国際社会づくりに向けた役割を担う主体とな

る意欲を育むことなどをねらいとして現実社会の諸課題、たとえば、公共的な場づくり

や安全を目指した地域の活性化、受益と負担の均衡や世代間の調和がとれた社会保障、

文化と宗教の多様性、国際平和、国際経済格差の是正と国際協力などを探究する学習を

行い、その解決に向けて、各人がどのように主体的に関わっていくかを考えるという構

成が考えられる。

○ 「公共（仮称 」の指導に当たり、人間としての在り方生き方や、社会の在り方に関）

わって取り上げる事象については、多様な見方や考え方ができることから、生徒の考え

14



- 3 -

が深まるよう様々な見解を提示することなどが求められる。その際、特定の事柄を強調

しすぎたり、一面的な見解を十分な配慮なく取り上げたりするなど、特定の見方や考え

方に偏った取扱いにより、生徒が多面的・多角的に考察し、事実を客観的に捉え、公正

に判断することを妨げることのないよう留意するとともに、客観的かつ公正な資料に基

づいて指導するよう留意することが必要である。

○ なお 「公共（仮称 」においては、キャリア教育の観点から、インターンシップの、 ）

準備を振り返りを行うことなどを通して、経済、法、情報発信などに対して主体的に参

画する力を育む中核的機能を担うことが求められている。
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公
民
科
目
新
設
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
構
成
①
（
案
）

新
必
履
修
科
目
「
公
共
(仮
称
)」

(2
)自
立
し
た
主
体
と
し
て
社
会
に
参
画
し
、
他
者
と
協
働
す
る
た
め
に

⇒
小
・
中
学
校
社
会
で
習
得
し
た
知
識
等
を
基
盤
に
、
(1
)で
身
に
付
け
た
選
択
・
判
断
の
手
掛
か
り
と
な
る
考
え
方
や
公
共
的
な
空
間
に
お
け
る
基
本
的
原
理
等
を
活
用
し
て
現
実
社
会
の
諸
課

題
に
つ
い
て
考
察
、
追
究
す
る
と
と
も
に
、
協
働
の
必
要
な
理
由
、
協
働
を
可
能
と
す
る
条
件
、
協
働
を
阻
害
す
る
要
因
な
ど
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
る
。
そ
の
際
、
自
立
し
た
主
体
と
し
て
生
き

る
た
め
に
必
要
な
知
識
を
身
に
付
け
る
。

多
様
な
契
約
、
メ
デ
ィ
ア
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
、
男
女
共
同
参
画
・
・
・

（
ア
～
エ
の
主
体
の
う
ち
二
つ
、
あ
る
い
は
三
つ
の
主
体
が
複
合
的
に
関
連
し
合
う
題
材
を
取
り
扱
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
）

※
様
々
な
主
体
と
な
る
個
人
を
支
え
る
家
族
・
家
庭
や
地
域
等
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

⇒
世
代
間
協
力
・
交
流
、
自
助
・
共
助
・
公
助
等
に
よ
る
社
会
的
基
盤
の
強
化

家
族
・
家
庭
、
消
費
者
等
に
関
す
る
個
人
を
起
点
と
し
た
自
立
し
た
主
体
と
な
る
力
を
育
む
家
庭
科
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
扱
う
情
報
科
、
個
人
の
安
全
指
導
を
行
う
保
健
体
育
科
と
連
携

＜
題
材
の
例
＞

イ
経
済
的
主
体
と
な
る
私
た
ち

ア
政
治
的
主
体
と
な
る
私
た
ち

エ
様
々
な
情
報
を
発
信
・
受
信
す
る
知
的
主
体
と
な
る
私
た
ち

ウ
法
的
主
体
と
な
る
私
た
ち

財
政
と
税
、
社
会
保
障
、
市
場
経
済
の
機
能
と
限
界
、
雇
用
、
労
働
問
題

（
労
働
関
係
法
制
を
含
む
）
・
・
・

司
法
参
加
・
・
・

消
費
者
の
権
利
や
責
任
、
契
約
・
・
・

情
報
モ
ラ
ル
・
・
・

政
治
参
加
、
世
論
の
形
成
、
地
方
自
治
、

国
家
主
権
（
領
土
を
含
む
）
、
国
際
貢
献
・
・
・

職
業
選
択
、
金
融
の
働
き
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
と
相
互
依
存
関
係
の
深
ま
り
・
・
・

ア
公
共
的
な
空
間
を
作
る
私
た
ち

イ
公
共
的
な
空
間
に
お
け
る
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方

ウ
公
共
的
な
空
間
に
お
け
る
基
本
的
原
理

⇒
今
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
蓄
積
や
先
人
の
取
組
、
知
恵
な
ど
を
踏
ま
え
、
①
「
様
々
な
立
場
や
文
化
等
を
背
景
に
し
て
社
会
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
」
、
②
「
「
自
分
ら
し
い
生
き
方
」
を
問
い
、

自
ら
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
や
、
対
話
を
通
じ
て
お
互
い
を
高
め
合
う
こ
と
」
の
両
者
に
よ
っ
て
よ
り
よ
い
集
団
、
社
会
（
公
共
的
な
空
間
）
を
作
り
出
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
学
ぶ
。

⇒
社
会
に
参
画
し
、
他
者
と
協
働
す
る
倫
理
的
主
体
と
し
て
個
人
が
判
断
す
る
た
め
の
手
掛
か
り
と
な
る
、
①
「
行
為
の
結
果
に
お
け
る
個
人
の
幸
福
と
と
も
に
、
社
会
全
体
の
幸
福
を
重
視
す

る
考
え
方
」
と
②
「
（
行
為
の
結
果
よ
り
も
、
）
行
為
の
動
機
と
な
る
人
間
的
責
務
と
し
て
の
公
正
な
ど
を
重
視
す
る
考
え
方
」
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
る
。
そ
の
際
、
行
為
の
結
果
に
つ
い
て
、
多
面

的
・
多
角
的
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
留
意
点
に
つ
い
て
も
指
導
す
る
。

⇒
個
人
と
社
会
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
個
人
の
尊
重
を
前
提
に
、
人
間
の
尊
厳
と
平
等
、
社
会
の
安
定
性
を
と
も
に
成
り
立
た
せ
る
こ
と
な
ど
の
公
共
的
な
空
間
に
お
け
る
基
本
的
原
理
に
つ
い

て
理
解
さ
せ
る
。
そ
の
際
、
民
主
主
義
、
自
由
・
権
利
と
責
任
・
義
務
、
相
互
承
認
な
ど
を
取
り
上
げ
る
。

(1
) 
「
公
共
」
の
扉

選
挙
管
理
委
員
会
、
弁
護

士
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
、

N
P
O
な
ど

(3
)持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
主
体
と
な
る
た
め
に

⇒
(1
)で
身
に
付
け
た
選
択
・
判
断
の
手
掛
か
り
と
な
る
考
え
方
や
公
共
的
な
空
間
に
お
け
る
基
本
的
原
理
等
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
(2
)で
行
っ
た
課
題
追
究
的
な
学
習
で
扱
っ
た
現
実
社
会

の
諸
課
題
へ
の
関
心
を
一
層
高
め
、
個
人
を
起
点
と
し
て
、
自
立
、
協
働
の
観
点
か
ら
、
今
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
蓄
積
や
先
人
の
取
組
、
知
恵
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
多
様
性
を
尊
重
し
、

持
続
可
能
な
地
域
、
国
家
、
国
際
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
役
割
を
担
う
主
体
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
探
究
を
行
う
。

ア
地
域
の
創
造
へ
の
主
体
的
参
画

イ
よ
り
よ
い
社
会
の
構
築
へ
の
主
体
的
参
画

ウ
我
が
国
と
国
際
社
会
へ
の
主
体
的
参
画

<題
材
の
例

>
公
共
的
な
場
づ
く
り
や
安
全
を
目
指
し
た
地
域
の
活
性
化
、
受
益
と
負
担
の
均
衡
や
世
代
間
の
調
和
が
と
れ
た
社
会
保
障
、
文
化
と
宗
教
の
多
様
性
、
国
際
平
和
、
国
際
経
済
格
差
の
是
正
と
国
際
協
力
・
・
・

な
ど
に
つ
い
て
探
究

資
質
・
能
力

○
現
代
社
会
の
諸
課
題
を
捉
え
考
察

す
る
た
め
の
基
準
と
な
る
概
念
や
理

論
の
理
解

○
諸
資
料
か
ら
、
倫
理
的
、
政
治
的
、

経
済
的
、
法
的
、
様
々
な
情
報
を
発

信
・
受
信
す
る
知
的
主
体
等
と
な
る

た
め
に
必
要
な
情
報
を
効
果
的
に
収

集
す
る
・
読
み
取
る
・
ま
と
め
る
技
能

○
選
択
・
判
断
の
手
掛
か
り
と
な
る
考
え

方
や
公
共
的
な
空
間
に
お
け
る
基
本

的
原
理
を
活
用
し
て
、
現
代
の
社
会

的
事
象
や
現
実
社
会
の
諸
課
題
に

つ
い
て
、
協
働
的
に
考
察
し
、
合
意

形
成
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
構
想
し

た
こ
と
の
妥
当
性
や
効
果
、
実
現
可

能
性
な
ど
を
指
標
に
し
て
議
論
す
る

力

○
現
代
社
会
に
生
き
る
人
間
と
し
て
の

在
り
方
生
き
方
に
つ
い
て
の
自
覚
、

我
が
国
及
び
国
際
社
会
に
お
い
て
国

家
及
び
社
会
の
形
成
に
積
極
的
な

役
割
を
果
た
そ
う
と
す
る
自
覚
な
ど

※
「
公
共
（
仮
称
）
」
に
お
い
て
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
観
点
か
ら
、
経
済
、
法
、
情
報
発
信
な
ど
に
対
し
て
主
体
的
に
参
画
す
る
力
を
育
む
中
核
的
機
能
を
担
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

※
取
り
上
げ
る
事
象
に
つ
い
て
は
、
生
徒
の
考
え
が
深
ま
る
よ
う
様
々
な
見
解
を
提
示
す
る
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
特
定
の
事
柄
を
協
調
し
す
ぎ
た
り
、
一
面
的
な
見
解
を
十
分
な
配
慮
な
く
取
り
上
げ
た
り
す
る
な
ど
、
特
定
の
見
方
や
考
え
方
に
偏
っ

た
取
扱
い
に
よ
り
、
生
徒
が
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
、
事
実
を
客
観
的
に
捉
え
、
公
正
に
判
断
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。
ま
た
、
客
観
的
か
つ
公
正
な
資
料
に
基
づ
い
て
指
導
す
る
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。

考
え
ら
れ
る

学
習
活
動
の
例

関
係
す
る

専
門
家
・
機
関

「
平
和
で
民
主
的
な
国
家
及
び
社
会
の
形
成
者
」を
育
成

倫
理
的
主
体
と
な
る
私
た
ち

討
論
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
模
擬
選

挙
、
模
擬
投
票
、
模
擬
裁
判
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
準
備
と

振
り
返
り
な
ど

平
成
２
８
年
４
月
２
２
日

教
育
課
程
部
会

社
会
・
地
理
歴
史
・
公
民

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
９
－
１
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公
民
科
目
新
設
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
構
成
②
（
案
）

新
必
履
修
科
目
(案
)
「
公
共
(仮
称
)」

⇒
今
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
蓄
積
や
先
人
の
取
組
、
知
恵
な
ど
を
踏
ま
え
、

・
様
々
な
立
場
や
文
化
等
を
背
景
に
し
て
社
会
が
成
立
し
て
い
る
こ
と

・
①
「
自
分
ら
し
い
生
き
方
」を
問
い
、
自
ら
の
体
験
や
悩
み
を
振
り
返
る
こ
と
を
通
し
て
自
ら
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
、

②
人
間
は
社
会
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
対
話
を
通
じ
て
お
互
い
を
高
め
合
う
こ
と
、

両
者
に
よ
っ
て
よ
り
よ
い
集
団
、
社
会
（
公
共
的
な
空
間
）
を
作
り
出
し
て
い
く
こ
と
（勤
労
観
・
職
業
観
の
育
成
を
含
む
）に
つ
い
て
学
ぶ
。

⇒
社
会
に
参
画
し
、
他
者
と
協
働
す
る
倫
理
的
主
体
と
し
て
個
人
が
判
断
す
る
た
め
の
手
掛
か
り
と
な
る
、

①
「
行
為
の
結
果
と
し
て
、
個
人
の
幸
福
と
と
も
に
、
社
会
全
体
の
幸
福
を
重
視
す
る
考
え
方
」
、

②
「
（
行
為
の
結
果
よ
り
も
、
）
行
為
の
動
機
と
な
る
人
間
的
責
務
と
し
て
の
公
正
な
ど
を
重
視
す
る
考
え
方
」
、

に
つ
い
て
理
解
さ
せ
る
。
そ
の
際
、

・
人
が
追
求
す
る
も
の
は
経
済
的
価
値
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
多
義
的
で
あ
る
こ
と

・
両
者
と
も
に
活
用
し
、
自
分
も
他
者
も
と
も
に
納
得
で
き
る
解
を
見
出
そ
う
と
考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

・
行
為
の
結
果
に
つ
い
て
、
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

・
行
為
の
動
機
に
つ
い
て
、
個
々
の
動
機
に
留
ま
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
継
続
的
に
考
え
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

な
ど
を
取
り
上
げ
る
。

※
指
導
の
ね
ら
い
を
明
確
に
し
た
上
で
、
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
、
共
有
地
の
悲
劇
、
最
後
通
牒
ゲ
ー
ム
等
の
思
考
実
験
や
、
環
境
保
護
、
生
命
倫
理
等
に
つ
い
て
概
念
的
に
考
え
る

学
習
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
。
そ
の
際
、
(3
)「
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
主
体
と
な
る
た
め
に
」
で
取
り
扱
う
課
題
と
連
動
し
た
課
題
を
取
り
上
げ
る
よ
う
に
す
る
。

⇒
個
人
と
社
会
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
社
会
に
お
け
る
基
本
的
な
原
理
に
焦
点
を
置
い
て
考
え
る
。
具
体
的
に
は
、
個
人
の
尊
重
を
前
提
に
、
協
働
関
係
の
共
時
性
と
通
時
性
に
関

す
る
比
較
衡
量
な
ど
を
通
し
て
、
人
間
の
尊
厳
と
平
等
、
社
会
の
安
定
性
を
と
も
に
成
り
立
た
せ
る
こ
と
が
、
公
共
的
な
空
間
の
中
で
協
働
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

理
解
さ
せ
る
。
そ
の
際
、

・
民
主
主
義
、
自
由
・
権
利
と
責
任
・
義
務
、
相
互
承
認
・
・
・

な
ど
を
取
り
上
げ
る
。

(1
) 
「
公
共
」
の
扉

ア
公
共
的
な
空
間
を
作
る
私
た
ち

イ
公
共
的
な
空
間
に
お
け
る
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方

倫
理
的
主
体
と
な
る
私
た
ち

＜
参
考
＞
学
校
に
お
け
る
道
徳
教
育
は
、
…
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
関
す
る
教
育
を
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
充
実
を
図
る
も
の
と
し
、
各
教
科
の
属
す
る

科
目
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
及
び
特
別
活
動
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
に
応
じ
て
、
適
切
な
指
導
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
総
則
第
1
款
教
育
課
程
編
成
の
一
般
方
針
」
）

ウ
公
共
的
な
空
間
に
お
け
る
基
本
的
原
理

「
平
和
で
民
主
的
な
国
家
及
び
社
会
の
形
成
者
」
を
育
成

平
成
２
８
年
４
月
２
２
日

教
育
課
程
部
会

社
会
・
地
理
歴
史
・
公
民

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
９
－
２
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公
民
科
目
新
設
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
構
成
③
（
案
）

「
公
共
」
(仮
称
)

(2
)自
立
し
た
主
体
と
し
て
社
会
に
参
画
し
、
他
者
と
協
働
す
る
た
め
に

＜
留
意
点
＞
(3
)「
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
主
体
と
な
る
た
め
に
」
に
お
い
て
課
題
を
探
究
す
る
学
習
を
行
う
こ
と
に
留
意
し
、
個
別
的
・
網
羅
的
に
題
材
を
取
り
扱
う
こ
と
な
く
、
主
体
相
互
の
有
機
的
な
関
連
を
図
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

⇒
・
小
・
中
学
校
社
会
で
習
得
し
た
知
識
等
を
基
盤
に
、
人
間
と
社
会
の
在
り
方
を
捉
え
る
見
方
や
考
え
方
を
働
か
せ
な
が
ら
、
(1
)「
「
公
共
」
の
扉
」
で
身
に
付
け
た
選
択
・
判
断
の
手
掛
か
り
と
な

る
考
え
方
や
公
共
的
な
空
間
に
お
け
る
基
本
的
原
理
等
を
活
用
し
て
現
実
社
会
の
諸
課
題
に
つ
い
て
考
察
、
追
究
す
る
。

・
社
会
を
構
成
す
る
主
体
と
な
る
た
め
に
、
協
働
の
必
要
な
理
由
、
協
働
を
可
能
と
す
る
条
件
、
協
働
を
阻
害
す
る
要
因
な
ど
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
る
。
そ
の
際
、
自
立
し
た
主
体
と
し
て
生
き

る
た
め
に
必
要
な
知
識
を
身
に
付
け
る
。

多
様
な
契
約
、
メ
デ
ィ
ア
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
、
男
女
共
同
参
画
・
・
・

（
ア
～
エ
の
主
体
の
う
ち
二
つ
、
あ
る
い
は
三
つ
の
主
体
が
複
合
的
に
関
連
し
合
う
題
材
を
取
り
扱
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
）

<考
え
ら
れ
る
学
習
活
動
の
例

>
討
論
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
模
擬
選
挙
、
模
擬
投
票
、
模
擬
裁
判
、
外
部
の
専
門
家
の
講
演
、
新
聞
を
題
材
に
し
た
学
習
、
体
験
活
動
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
準
備
と
振
り
返
り
・
・
・

※
様
々
な
主
体
と
な
る
個
人
を
支
え
る
家
族
・
家
庭
や
地
域
等
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

⇒
世
代
間
協
力
・
交
流
、
自
助
・
共
助
・
公
助
等
に
よ
る
社
会
的
基
盤
の
強
化

家
族
・
家
庭
、
消
費
者
等
に
関
す
る
個
人
を
起
点
と
し
た
自
立
し
た
主
体
と
な
る
力
を
育
む
家
庭
科
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
扱
う
情
報
科
、
個
人
の
安
全
指
導
を
行
う
保
健
体
育
科
と
連
携

(1
) 
「
公
共
」
の
扉

別
紙

＜
題
材
の
例
＞

イ
経
済
的
主
体
と
な
る
私
た
ち

ア
政
治
的
主
体
と
な
る
私
た
ち

⇒
協
働
に
よ
り
目
指
す
べ
き
も
の
（
議
論
に
よ
り
、
意
見
や
信
念
、
利
害
の
対
立
状
況
を
調
整
し
、
合
意

形
成
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
よ
り
よ
い
社
会
を
築
く
こ
と
）

⇒
協
働
に
よ
り
目
指
す
べ
き
も
の
（
公
正
な
ル
ー
ル
を
作
っ
て
そ
の
下
で
経
済
活
動
を
行
う
こ
と
を
通
し
て
、

個
人
の
尊
重
と
よ
り
活
発
な
経
済
活
動
を
と
も
に
成
り
立
た
せ
る
こ
と
。
ま
た
そ
の
補
完
を
政
府
等
が
担
っ

て
い
る
こ
と
）

エ
様
々
な
情
報
を
発
信
・
受
信
す
る
知
的
主
体
と
な
る
私
た
ち

ウ
法
的
主
体
と
な
る
私
た
ち

⇒
協
働
に
よ
り
目
指
す
べ
き
も
の
（
公
正
な
手
続
き
に
則
り
比
較
衡
量
を
行
う
こ
と
を
通
し
て
、
個
人
や

社
会
の
紛
争
を
調
停
・
解
決
す
る
こ
と
）

⇒
協
働
に
よ
り
目
指
す
べ
き
も
の
（
情
報
に
関
す
る
責
任
や
、
利
便
性
と
安
全
性
を
多
面
的
・
多
角
的
に

考
え
て
い
く
こ
と
を
通
し
て
、
望
ま
し
い
情
報
社
会
を
築
く
こ
と
）

財
政
と
税
、
社
会
保
障
、
市
場
経
済
の
機
能
と
限
界
、

雇
用
、
労
働
問
題
（
労
働
関
係
法
制
を
含
む
）
・
・
・

司
法
参
加
・
・
・

消
費
者
の
権
利
や
責
任
、
契
約
・
・
・

情
報
モ
ラ
ル
・
・
・

政
治
参
加
、
世
論
の
形
成
、
地
方
自
治
、

国
家
主
権
（
領
土
を
含
む
）
、
国
際
貢
献
・
・
・

職
業
選
択
、
金
融
の
働
き
、
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
相
互
依
存
関
係
の
深
ま
り
・
・
・
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公
民
科
目
新
設
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
構
成
④
（
案
）

「
公
共
」
(仮
称
)

(3
)持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
主
体
と
な
る
た
め
に

⇒
(1
)「
「
公
共
」
の
扉
」
で
身
に
付
け
た
選
択
・
判
断
の
手
掛
か
り
と
な
る
考
え
方
や
公
共
的
な
空
間
に
お
け
る
基
本
的
原
理
等
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
(2
)「
自
立
し
た
主
体
と
し
て
社
会
に
参
画
し
、

他
者
と
協
働
す
る
た
め
に
」
で
行
っ
た
課
題
追
究
的
な
学
習
で
扱
っ
た
現
実
社
会
の
諸
課
題
へ
の
関
心
を
一
層
高
め
、
個
人
を
起
点
と
し
て
、
自
立
、
協
働
の
観
点
か
ら
、
今
ま
で
受
け
継
が

れ
て
き
た
蓄
積
や
先
人
の
取
組
、
知
恵
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
多
様
性
を
尊
重
し
、
持
続
可
能
な
地
域
、
国
家
、
国
際
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
役
割
を
担
う
主
体
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
探
究
を
行
う
。

ア
地
域
の
創
造
へ
の
主
体
的
参
画

イ
よ
り
よ
い
社
会
の
構
築
へ
の
主
体
的
参
画

ウ
我
が
国
と
国
際
社
会
へ
の
主
体
的
参
画

<題
材
の
例

>
公
共
的
な
場
づ
く
り
や
安
全
を
目
指
し
た
地
域
の
活
性
化
、
受
益
と
負
担
の
均
衡
や
世
代
間
の
調
和
が
と
れ
た
社
会
保
障
、
文
化
と
宗
教
の
多
様
性
、
国
際
平
和
、
国
際
経
済
格
差
の
是
正
と
国
際
協
力
・
・
・
な
ど
に
つ
い
て
探
究

家
族
・
家
庭
、
消
費
者
等
に
関
す
る
個
人
を
起
点
と
し
た
自
立
し
た
主
体
と
な
る
力
を
育
む
家
庭
科
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
扱
う
情
報
科
、
個
人
の
安
全
指
導
を
行
う
保
健
体
育
科
と
連
携

(2
)自
立
し
た
主
体
と
し
て
社
会
に
参
画
し
、
他
者
と
協
働
す
る
た
め
に

(1
) 
「
公
共
」
の
扉

別
紙

別
紙

＜
留
意
点
＞
(1
)「
「
公
共
」
の
扉
」
、
(2
)「
自
立
し
た
主
体
と
し
て
社
会
に
参
画
し
、
他
者
と
協
働
す
る
た
め
に
」
の
学
習
を
踏
ま
え
て
、
科
目
の
ま
と
め
と
し
て
(3
)「
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
主
体
と
な
る
た
め
に
」
に
お
け
る
課
題
を
探
究
す
る
学
習
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
留
意
し
、
(1
)、
(2
)に
お
い
て
は
、
(3
)で
課
題
を
探
究
す
る
学
習
が
効
果
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
課
題
意
識
の
醸
成
に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

＜
「
公
共
（
仮
称
）
」
の
学
習
に
お
い
て
関
係
す
る
専
門
家
・
機
関
＞
選
挙
管
理
委
員
会
、
企
業
、
経
済
団
体
、
起
業
家
、
弁
護
士
、
報
道
機
関
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
、
留
学
生
、

N
P

O
、

N
G

O
・
・
・

＜
「
公
共
（
仮
称
）
」
に
お
い
て
考
え
ら
れ
る
学
習
活
動
の
例
＞
討
論
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
模
擬
選
挙
、
模
擬
投
票
、
模
擬
裁
判
、
外
部
の
専
門
家
の
講
演
、
新
聞
を
題
材
に
し
た
学
習
、
体
験
活
動
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
準
備
と
振
り
返
り
・
・
・

※
「
公
共
（
仮
称
）
」
に
お
い
て
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
観
点
か
ら
、
経
済
、
法
、
情
報
発
信
な
ど
に
対
し
て
主
体
的
に
参
画
す
る
力
を
育
む
中
核
的
機
能
を
担
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

19



- 1 -

高等学校公民科における科目構成及び新選択科目「倫理（仮称）」、

新選択科目「政治・経済（仮称）」の方向性として考えられる構成（素案）

※ 高等学校公民科における科目構成及び新選択科目「倫理（仮称 「政治・経済（仮）」、

称 」の構成については、以下のように考え整理することとしてはどうか。）

○ 「論点整理」における検討も踏まえ、公民科の科目構成を見直し、共通必履修科目と

しての「公共（仮称 」を設置し、その上に選択履修科目「倫理（仮称 」及び「政治） ）

・経済（仮称 」を設置することが適当である。その際 「公共（仮称 」と同様に１科） 、 ）

「 」目でもって公民科の教科目標を達成することのできる現行の選択必履修科目 現代社会

については 「公共（仮称 」における三つの大項目相互の関係や学習内容において共、 ）

通する点も多く、その発展と捉えることもできることから科目を設置しないこととする

ことが考えられる （再掲）。

○ 新選択科目「倫理（仮称 」は、共通必履修科目「公共（仮称 」で習得した個人が） ）

判断するための手掛かりとなる考え方を基盤とし、古今東西の幅広い知的蓄積を通して

より深く思索するための概念や理論を理解し、それらを活用して現代の倫理的課題を探

究するとともに、人間としての在り方生き方についてより深く自覚し、人格の完成に向

けて自己の生き方の確立を図る主体を育む「倫理」に発展させる。そのために、思想史

の断片的な知識の暗記中心から 「倫理的価値の理解」を基にした「考える倫理」に転、

換することが考えられる。

○ 新選択科目「政治・経済（仮称 」は、小・中学校社会科で身に付けた現代社会を捉）

える見方や考え方や共通必履修科目「公共（仮称 」で身に付けた人間と社会の在り方）

を捉える見方や考え方を基盤に 「公共（仮称 」で習得した選択・判断の基準となる、 ）

概念等を活用し、現代日本の政治や経済の諸課題や国際社会における日本の役割など、

正解が一つに定まらない現実社会の諸課題を協働して探究し、国家及び社会の形成に、

より積極的な役割を果たす主体を育む「政治・経済」に発展させることが考えられる。

平 成 ２ ８ 年 ４ 月 ２ ２ 日
教 育 課 程 部 会
社 会 ・ 地 理 歴 史 ・ 公 民
ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

資料１０－４
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現
代
社
会
の
課
題
を
捉
え
、
考
察
す
る
た
め
の
基
準
と
な
る
概
念
や
理
論
を
、
古
今
東
西
の
知
的
蓄
積
を
通
し
て
習
得

す
る
。

選
択
・
判
断
の
手
掛
か
り
と
な
る
考
え
方
や
公
共
的
な
空
間
に
お
け
る
基
本
的
原
理
を
活
用
し
て
、
現
代
の
社
会
的
事

象
や
現
実
社
会
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、
協
働
的
に
考
察
し
、
合
意
形
成
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
構
想
し
た
こ
と
の
妥
当

性
や
効
果
、
実
現
可
能
性
な
ど
を
指
標
に
し
て
議
論
す
る
力
を
養
う
。

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
主
体
と
な
る
た
め
に
、
様
々
な
課
題
の
発
見
・
解
決
に
向
け
た
探
究
を
行
い
、
「
平
和
で
民

主
的
な
国
家
及
び
社
会
の
形
成
者
」
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
を
養
う
。

新
選
択
科
目

「
政
治
・
経
済

(仮
称

)」
新
選
択
科
目

「
倫
理

(仮
称

)」

公
共
的
な
事
柄
に
自
ら
参
画
し
よ
う
と
す

る
意
欲
や
態
度
を
育
み
、
現
代
社
会
に
生

き
る
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
つ

い
て
の
自
覚
を
一
層
深
め
る
学
習
を
充
実

新
必
履
修
科
目
「
公
共

(仮
称

) 」
の
構
成

自
立
し
て
思
索
を
行
う
と
と
も
に
、
他
者
と

共
に
生
き
る
主
体
を
育
む
「
倫
理
」

※
思
想
史
的
知
識
の
習
得
に
終
始
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

国
家
及
び
社
会
の
形
成
に
、
よ
り
積
極
的
な

役
割
を
果
た
す
主
体
を
育
む
「
政
治
・
経
済
」

※
制
度
・
仕
組
み
の
知
識
の
習
得
に
終
始
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

公
民
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
構
成
（
案
）
①

※
現
行
の
選
択
必
履
修
科
目
「
現
代
社
会
」
同
様
に
１
科
目
で
も
っ
て
公
民
科
の
教
科
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
の
で
き
る
新
必
履
修
科
目
「
公
共

(仮
称

) 」
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
科
目
は
、
「
現
代
社
会
」
に
お
け
る
三
つ
の
大
項
目
相
互
の
関
係
や
学
習
内
容
に
お
い
て
共
通
す
る
点
が
多
く
、
そ
の
発
展
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
か
ら
、

「
現
代
社
会
」
に
つ
い
て
は
科
目
を
設
置
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

平
成
２
８
年
４
月
２
２
日

教
育
課
程
部
会

社
会
・
地
理
歴
史
・
公
民

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
１
０
－
１
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(1
)現
代
に
生
き
る
自
己
の
課
題

(2
)人
間
と
し
て
の

在
り
方
生
き
方

(3
)現
代
と
倫
理

ア
人
間
と
し
て
の
自
覚

イ
国
際
社
会
に
生
き
る

日
本
人
と
し
て
の
自
覚

倫
理

現
行
公
民
科
目

＜
科
目
構
成
の
考
え
方
＞

・
新
必
履
修
科
目
「
公
共
（
仮
称
）
」
で
習
得
し
た
個
人
が
判
断
す
る
た
め
の
手
掛
か
り
と
な
る
考
え
方
を
基
盤
と
し
、
古
今
東
西
の
幅
広
い
知
的
蓄
積
を
通
し
て

よ
り
深
く
思
索
す
る
た
め
の
概
念
や
理
論
を
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
現
代
の
倫
理
的
諸
課
題
を
探
究
す
る
と
と
も
に
、
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
つ

い
て
よ
り
深
く
自
覚
し
、
人
格
の
完
成
に
向
け
て
自
己
の
生
き
方
の
確
立
を
図
る
主
体
を
育
む
「
倫
理
」
に
発
展
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
に
、
思
想
史
の
断
片
的
な
知

識
の
暗
記
中
心
か
ら
、
「
倫
理
的
価
値
の
理
解
」
を
基
に
し
た
「
考
え
る
倫
理
」
に
転
換
す
る
。

ア
現
代
に
生
き
る

人
間
と
し
て
の
倫
理

イ
現
代
の
諸
課
題
と
倫
理

⇒
現
代
に
生
き
る
人
間
の
倫
理
的
課
題
に
つ
い
て
思
索
を
深
め
、
論

理
的
思
考
力
を
身
に
付
け
、
自
己
の
生
き
方
の
確
立
を
図
る
た
め
に

探
究
す
る
。

（
課
題
例
）
自
然
・
科
学
に
関
わ
る
諸
課
題
と
倫
理
（
技
術
の
倫
理
・
医

療
の
倫
理
・
動
物
の
倫
理
な
ど
）
、
社
会
・
文
化
に
関
わ
る
諸
課
題
と
倫

理
（
福
祉
の
倫
理
・
宗
教
の
倫
理
・
平
和
の
倫
理
な
ど
）

⇒
自
己
の
生
き
方
を
見
つ
め
直
し
、
自
ら
の
悩
み
や
体
験
を
振
り
返
り
、

「
公
共
（
仮
称
）
」
で
取
り
扱
っ
た
社
会
と
の
関
わ
り
に
加
え
て
、
自
己

の
課
題
を
他
者
、
集
団
、
生
命
や
自
然
な
ど
と
の
関
わ
り
も
視
点
と

し
て
捉
え
、
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
、
思
索
を
深
め
る
。

（
課
題
例
）
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
の
自
覚
（
人
間
観
（
愛
・
徳
）
・

倫
理
観
（
善
・
共
感
・
義
務
・
幸
福
・
正
義
）
・
世
界
観
（
真
理
・
存
在
）
・
宗

教
観
（
聖
）
・
芸
術
観
（
美
）
）
、
国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
人
と
し
て
の

自
覚
（
人
間
観
・
倫
理
観
・
自
然
観
・
宗
教
観
・
芸
術
観
）

(1
)
自
己
の
課
題
と
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方新
必
履
修
科
目

「
公
共
(仮
称
)」

⑴
「
公
共
」の
扉

⑴
「
公
共
」の
扉

新
必
履
修
科
目
で
育
ま

れ
た
資
質
・能
力
を
活
用

し
、
思
索
を
深
め
る
科
目

⑵
自
立
し
た
主
体
と
し
て
社
会
に
参
画
し
、
他
者
と
協
働
す
る
た
め
に

⑵
自
立
し
た
主
体
と
し
て
社
会
に
参
画
し
、
他
者
と
協
働
す
る
た
め
に

⑶
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
主
体
と
な
る
た
め
に

⑶
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
主
体
と
な
る
た
め
に

資
質
・
能
力

○
現
代
の
諸
課
題
を
捉
え
、
よ

り
深
く
思
索
す
る
た
め
に
必

要
な
概
念
や
理
論
の
理
解

○
諸
資
料
か
ら
、
人
間
と
し
て

の
在
り
方
生
き
方
に
関
わ
る

情
報
を
効
果
的
に
収
集
す

る
・
読
み
取
る
・
ま
と
め
る
技

能

○
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
概

念
や
理
論
を
活
用
し
、
論
理

的
に
思
考
し
、
思
索
を
深
め
、

説
明
し
た
り
対
話
し
た
り
す

る
力

○
現
代
社
会
に
生
き
る
人
間
と

し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
つ

い
て
の
よ
り
深
い
自
覚
な
ど

一
部
移
行

拡
充

公
民
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
構
成
（
案
）
②

(2
)
現
代
の
諸
課
題
と
倫
理

探
究

【
学
習
活
動

の
例
】

・
我
が
国
を

含
む
古
今

東
西
の
先

哲
た
ち
の

基
本
的
な

考
え
方
を

手
掛
か
り
と

す
る
た
め
、

先
哲
の
原

典
の
口
語

訳
を
読
む

・
哲
学
に
関

わ
る
対
話

的
手
法
等

も
活
用

新
選
択
科
目
「
倫
理
（
仮
称
）
」平
成
２
８
年
４
月
２
２
日

教
育
課
程
部
会

社
会
・
地
理
歴
史
・
公
民

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
資
料
１
０
－
２
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(1
)現
代
の
政
治

(2
)現
代
の
経
済

(3
)現
代
社
会
の
諸
課
題

ア
現
代
経
済
の 仕
組
み
と
特
質

イ
国
民
経
済
と
国
際
経
済

政
治
・
経
済

現
行
公
民
科
目

＜
科
目
構
成
の
考
え
方
＞

・
小
・
中
学
校
社
会
及
び
新
必
履
修
科
目
で
身
に
付
け
た
現
代
社
会
を
捉
え
る
見
方
や
考
え
方
や
人
間
と
社
会
の
在
り
方
を
捉
え
る
見
方
や
考
え
方
を
基
盤
に
、
新

必
履
修
科
目
で
習
得
し
た
選
択
・
判
断
の
基
準
と
な
る
概
念
等
を
活
用
し
、
現
代
日
本
の
政
治
や
経
済
の
諸
課
題
や
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
役
割
な
ど
、
正

解
が
一
つ
に
定
ま
ら
な
い
現
実
社
会
の
諸
課
題
を
協
働
し
て
探
究
し
、
国
家
及
び
社
会
の
形
成
に
、
よ
り
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
主
体
を
育
む
「
政
治
・
経

済
」
に
発
展
さ
せ
る
。

ア
現
代
日
本
の

政
治
や
経
済
の
諸
課
題

イ
国
際
社
会
の

政
治
や
経
済
の
諸
課
題

新
選
択
科
目
「
政
治
・
経
済
（
仮
称
）
」

⇒
現
代
の
国
際
政
治
・
経
済
に
関
わ
る
概
念
や
理
論
、
複
雑

な
国
際
政
治
・
経
済
の
特
質
を
捉
え
、
そ
れ
を
説
明
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
探
究
す
る
。

（
課
題
例
）
国
際
平
和
と
人
類
の
福
祉
に
寄
与
す
る
日
本
の
役
割
、

国
際
経
済
格
差
の
是
正
と
国
際
協
力
、
地
球
環
境
と
資
源
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
・
・
・

(2
) 
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
国
際
政
治
・
経
済

⇒
「
公
共
（
仮
称
）
」
で
取
り
扱
っ
た
法
や
民
主
政
治
、
現
代
経

済
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
を
構
成
す
る
様
々
な
専
門
領
域
を

深
く
追
究
し
、
複
雑
な
現
代
政
治
・
経
済
の
特
質
を
捉
え
る

と
と
も
に
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
探
究
す
る
。

（
課
題
例
）
望
ま
し
い
政
治
の
仕
組
み
及
び
主
権
者
と
し
て
の
政
治

参
加
の
在
り
方
、
経
済
活
動
の
在
り
方
と
福
祉
の
向
上
の
関
連
、

少
子
高
齢
社
会
と
社
会
保
障
制
度
・
・
・

(1
) 
民
主
政
治
の
基
本
原
理
と
現
代
の
経
済

⑴
「
公
共
」
の
扉

新
必
履
修
科
目
で
育
ま
れ

た
資
質
・能
力
を
活
用
し
、

社
会
形
成
に
向
か
う
科
目

⑵
自
立
し
た
主
体
と
し
て
社
会
に
参
画
し
、
他
者
と
協
働
す
る
た
め
に

⑵
自
立
し
た
主
体
と
し
て
社
会
に
参
画
し
、
他
者
と
協
働
す
る
た
め
に

⑶
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
主
体
と
な
る
た
め
に

⑶
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
主
体
と
な
る
た
め
に

資
質
・
能
力

公
民
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
構
成
（
案
）
③

ア
民
主
政
治
の
基
本
原
理
と

日
本
国
憲
法

イ
現
代
の
国
際
政
治

○
正
解
が
一
つ
に
定
ま
ら
な
い
、

現
実
社
会
の
複
雑
な
諸
課
題

の
解
決
に
向
け
て
探
究
す
る

た
め
に
必
要
な
概
念
や
理
論

の
理
解

○
諸
資
料
か
ら
、
現
実
社
会
の

諸
課
題
の
解
決
に
必
要
な
情

報
を
効
果
的
に
収
集
す
る
・
読

み
取
る
・
ま
と
め
る
技
能

○
社
会
に
見
ら
れ
る
複
雑
な
課

題
を
把
握
し
、
説
明
す
る
と
と

も
に
、
身
に
付
け
た
判
断
基
準

を
根
拠
に
解
決
の
在
り
方
を

構
想
し
、
構
想
し
た
こ
と
の
妥

当
性
や
効
果
、
実
現
可
能
性

な
ど
を
踏
ま
え
て
議
論
し
、
合

意
形
成
に
向
か
う
力

○
我
が
国
及
び
国
際
社
会
に
お

い
て
、
国
家
及
び
社
会
の
形
成

に
、
よ
り
積
極
的
な
役
割
を
果

た
そ
う
と
す
る
自
覚
な
ど

探
究

探
究
探
究

【
学
習
活
動

の
例
】

・
複
雑
な
現
実

社
会
の
諸
課

題
を
取
り
扱

い
、
協
働
し

て
課
題
の
解

決
に
向
け
て

探
究
す
る

・
討
論
、
デ
ィ

ベ
ー
ト
な
ど

の
手
法
等
も

活
用

新
必
履
修
科
目

「
公
共
(仮
称
)」

平
成
２
８
年
４
月
２
２
日

教
育
課
程
部
会

社
会
・
地
理
歴
史
・
公
民

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
資
料
１
０
－
３
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数
学
・
理
科
に
わ
た
る
探
究

的
科
目
の
在
り
方
に
つ
い
て

平
成
２
８
年
４
月
１
３
日

教
育
課
程
部
会

高
等
学
校
の
数
学
・
理
科
に

わ
た
る
探
究
的
科
目
の
在
り
方

に
関
す
る
特
別
チ
ー
ム

資
料
３

（
会
議
後
修
正
）
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１
．
新
科
目
の
基
本
原
理
（
案
）

①
様
々
な
事
象
に
対
し
て
知
的
好
奇
心
を
持
つ
と
と
も
に
、

教
科
・
科
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
多
角
的
、
複
合
的

な
視
点
で
事
象
を
と
ら
え
（
総
合
性
）
、

②
科
学
的
な
見
方
・
考
え
方

※
や
数
学
的
な
見
方
・
考
え

方
を
豊
か
な
発
想
で
活
用
し
た
り
、
組
み
合
わ
せ
た
り

し
な
が
ら
（
融
合
性
）
、

③
探
究
的
な
学
習
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
（
手
立
て
）

④
新
た
な
価
値
の
創
造
に
向
け
て
粘
り
強
く
挑
戦
す
る

力
の
基
礎
を
培
う
（
挑
戦
性
、
ア
イ
デ
ィ
ア
の
創
発
）

※
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
は
、
理
科
の
分
野
に
お
け
る
見
方
・
考
え
方
を
「
科
学
的
な
見
方
・
考
え
方
」
と
し
て
い
る
。

基
本
原
理

2
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知
識
や
技
能

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

●
探
究
的
な
活
動
を
自
ら
遂
行
す
る
た
め
の

知
識
・
技
能

例
：
研
究
テ
ー
マ
の
設
定
方
法

先
行
研
究
の
調
査
方
法

研
究
計
画
の
立
案
方
法

研
究
の
進
め
方

デ
ー
タ
の
処
理
、
分
析

研
究
成
果
の
ま
と
め
方

研
究
成
果
の
発
表
方
法

に
つ
い
て
の
知
識
・
技
能

●
既
に
有
し
て
い
る
知
識
・
技
能
の
活
用
及

び
探
究
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
内
容
に
関
す
る

知
識
や
探
究
に
関
す
る
技
能

●
探
究
を
通
し
て
新
し
い
知
見
を
得
る
意
義

に
つ
い
て
の
認
識

●
研
究
倫
理
（
生
命
倫
理
等
を
含
む
。
)に
つ

い
て
の
基
本
的
な
理
解

●
教
科
・
科
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
多
角

的
、
複
合
的
な
視
点
で
事
象
を
と
ら
え
、

科
学
的
・
数
学
的
な
課
題
と
し
て
設
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
力

●
科
学
的
な
見
方
・
考
え
方
や
数
学
的
な
見

方
・
考
え
方
を
豊
か
な
発
想
で
活
用
し
た

り
、
組
み
合
わ
せ
た
り
で
き
る
力

●
多
様
な
価
値
観
や
感
性
を
有
す
る
人
々
と

の
議
論
等
を
積
極
的
に
行
い
、
そ
れ
を
基

に
多
面
的
に
思
考
す
る
力

●
探
究
的
な
学
習
を
通
じ
て
課
題
解
決
を
実

現
す
る
た
め
の
能
力

例
：
観
察
・
実
験
デ
ザ
イ
ン
力

構
想
力

実
証
的
に
考
察
す
る
力

論
理
的
に
考
察
す
る
力

分
析
的
に
考
察
す
る
力

統
合
的
に
考
察
す
る
力

文
章
に
ま
と
め
る
力

発
表
・
表
現
力

●
様
々
な
事
象
に
対
し
て
知
的
好
奇
心
を

持
っ
て
科
学
的
・
数
学
的
に
と
ら
え
よ
う

と
す
る
態
度

●
科
学
的
、
数
学
的
課
題
や
事
象
に
徹
底
的

に
向
き
合
い
、
考
え
抜
い
て
行
動
す
る
態

度

●
見
通
し
を
立
て
た
り
、
振
り
返
っ
た
り
す

る
な
ど
、
内
省
的
な
態
度

●
新
た
な
価
値
の
創
造
に
向
け
て
積
極
的
に

挑
戦
し
よ
う
と
す
る
態
度

●
主
体
的
・
自
律
的
に
探
究
を
行
っ
て
い
く

た
め
に
必
要
な
研
究
に
対
す
る
倫
理
的
な
態

度

２
．
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
（
案
）

3
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数
学
的
な
見

方
・
考
え
方

科
学
的
な
見

方
・
考
え
方

発
想
の
拡
大
、
思
考
の
深
化

科
学
的
な
見
方
・
考
え
方
や
数
学
的

な
見
方
・
考
え
方
を
豊
か
な
発
想
で
活

用
し
た
り
、
組
み
合
わ
せ
た
り
す
る
。

4

様
々
な
事
象
を
知
的
好
奇
心
を
持
っ
て
観
察
す
る

多
角
的
、
複
合
的
な
視
点
で
事
象
を
と
ら
え
問
題
を
見
出
す

科
学
的
・
数
学
的
な
課
題
と
し
て
設
定
（
課
題
化
）

情
報
収
集
と
分
類

探
究
の
プ
ロ
セ
ス

仮
説
の
設
定
→
検
証
計
画
の
立
案
→
観
察
・
実
験
→
結
果
の
処
理

分
析
・
考
察
・
推
論

表
現
・
伝
達
（
報
告
書
作
成
、
発
表
等
）

振 り 返 り

見 通 し

次 の 課 題 の 発 見 、 次 の 探 究 の プ ロ セ ス へ

３
．
新
科
目
の
学
習
過
程
の
イ
メ
ー
ジ
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４
．
新
科
目
の
構
造
に
つ
い
て
（
案
）

•
基
礎
で
身
に
つ
け
た
資
質
・
能
力
を
活
用
し
て
自
ら
課
題
を

設
定
し
、
探
究
活
動
を
行
う
。

•
課
題
に
関
す
る
内
容
に
関
す
る
知
識
や
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
技
能
を
自
ら
身
に
つ
け
、
よ
り
深
い
探
究
活
動
を
志

向
さ
せ
る
（
共
通
で
は
な
い
学
び
）
。

•
探
究
に
当
た
っ
て
は
、
質
を
高
め
る
た
め
大
学
・
企
業
等
の

外
部
機
関
を
積
極
的
に
活
用
す
る
。

•
実
験
や
分
析
自
体
の
成
否
よ
り
、
試
行
錯
誤
し
、
失
敗
の
リ

ス
ク
も
引
き
受
け
な
が
ら
自
分
た
ち
で
や
り
き
る
過
程
を
重

視
す
る
。

•
自
ら
探
究
プ
ロ
セ
ス
を
回
し
、
質
の
高
い
深
い
探
究
活
動
を

行
う
た
め
に
は
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
あ
ら

か
じ
め
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
必
要
。

•
新
た
な
価
値
の
創
造
に
向
け
て
挑
戦
す
る
こ
と
の
意
義
等

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
で
、
主
体
的
に
探
究
に

取
り
組
む
態
度
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
。

•
研
究
倫
理
等
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
。

基
礎
の
習
得
段
階
の
必
要
性

探
究
の
手
法
に

つ
い
て
学
ぶ

研
究
倫
理
に

つ
い
て
学
ぶ

教
員
の
指
導
の
も
と
、
研

究
の
進
め
方
や
分
析
の

手
法
を
考
え
、
選
択
し
た

課
題
等
の
研
究
を
実
施

す
る

校 内 等 で 成 果 を 発 表 す る

基
礎
で
学
ん

だ
こ
と
を
用
い

て
、
自
ら
課
題

を
設
定
し
、
探

究
活
動
を
実

施
す
る
。

校
内
・
校
外
に
お

い
て
探
究
の
成
果

を
発
表
す
る
。

大
学
・
企
業
等

か
ら
の
支
援

探
究
を
深
め
る
段
階
の
考
え
方

プ
ロ
セ
ス
の
例

実
施
段
階

基
礎
段
階

5

28



５
．
実
施
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
（
案
）

探
究
の
テ
ー
マ
の
設
定
等
に
係
る
考
え
方

生
徒
の
実
態
を
踏
ま
え
つ
つ
、
主
体
的
に
テ
ー
マ
を
設
定
さ
せ
る
（
自
由
な
発
想
と
実
現
可

能
性
の
バ
ラ
ン
ス
に
留
意
し
つ
つ
適
宜
示
唆
等
を
与
え
る
こ
と
は
必
要
。
テ
ー
マ
例
を
示
し

て
選
択
さ
せ
る
こ
と
や
、
先
輩
が
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
）

テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
幅
広
い
分
野
か
ら
選
択
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
が
、
手
法
に
つ
い
て

は
、
数
学
及
び
理
科
に
係
る
も
の
と
す
る
。

先
行
研
究
に
係
る
考
え
方

先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
高
校
生
に
可
能
な
範
囲
で
求
め
、
そ
の
意
義
を
理
解
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
（
図
書
館
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
検
索
等
）
。

評
価
の
考
え
方

探
究
し
た
結
果
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
成
果
に
お
け
る
新
た
な
知
見
の
有
無
や
価
値
よ
り

も
、
探
究
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
先
に
掲
げ
た
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
か

ど
う
か
や
探
究
プ
ロ
セ
ス
を
メ
タ
認
知
で
き
る
こ
と
を
重
視
す
る
。

評
価
に
際
し
て
は
、
研
究
報
告
書
や
発
表
の
内
容
の
ほ
か
に
、
研
究
に
お
け
る
生
徒
の

創
造
的
な
思
考
や
研
究
の
過
程
に
お
け
る
態
度
を
重
視
し
た
り
、
発
表
会
に
お
け
る
生

徒
の
自
己
評
価
や
相
互
評
価
を
取
り
入
れ
た
り
す
る
な
ど
、
多
様
な
方
法
を
用
い
る
。

6
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評
価
の
観
点

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

理
数
探
究
( 仮
称
)
探
究
的
な
活
動
を
自
ら
遂
行
す
る
た
め
の
知
識
及

び
技
能
や
，
研
究
倫
理
に
か
か
わ
る
基
本
的
な
知

識
を
身
に
付
け
て
い
る
。

・
多
角
的
，
複
合
的
な
視
点
で
事
象
を
と
ら
え
，

科
学
的
・
数
学
的
な
課
題
と
し
て
設
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

・
多
様
な
価
値
観
や
感
性
を
有
す
る
人
々
と
の

議
論
や
探
究
的
な
学
習
を
通
し
て
課
題
を
解
決

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
様
々
な
事
象
に
対
し
て
知
的
好
奇
心
を
も
っ
て
科

学
的
・
数
学
的
に
と
ら
え
よ
う
と
し
た
り
，
新
た
な
価

値
の
創
造
に
向
け
て
積
極
的
に
挑
戦
し
た
り
し
よ

う
と
す
る
。

・
科
学
的
，
数
学
的
な
課
題
や
事
象
に
徹
底
的
に

向
き
合
い
考
え
抜
こ
う
と
す
る
。

・
問
題
解
決
の
過
程
に
お
い
て
，
見
通
し
を
立
て
た

り
振
り
返
っ
た
り
し
て
主
体
的
に
探
究
を
行
お
う
と

す
る
。

7

６
．
評
価
の
観
点
（
案
）
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７
．
指
導
の
視
点
（
例
）
①

①
様
々
な
事
象
に
対
し
て
知
的
好
奇
心
を
持
つ
と
と
も
に
、
教

科
・
科
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
多
角
的
、
複
合
的
な
視
点

で
事
象
を
と
ら
え
（
総
合
性
）
、

常
に
知
的
好
奇
心
を
持
っ
て
様
々
な
視
点
か
ら
社
会
事
象
や
自
然
事
象
等
を
観
察
し
、
そ

の
中
で
得
た
様
々
な
気
付
き
か
ら
疑
問
を
形
成
さ
せ
る
。

各
科
目
の
内
容
の
ほ
か
、
先
端
科
学
や
学
際
的
領
域
の
内
容
か
ら
も
テ
ー
マ
を
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
生
徒
の
興
味
・
関
心
等
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
す
る
。

テ
ー
マ
の
選
択
に
先
立
ち
、
他
の
教
科
や
基
礎
段
階
の
学
び
を
通
し
て
、
様
々
な
視
点
を
提

示
し
、
視
野
を
広
げ
さ
せ
る
。

基
礎
段
階
で
は
、
現
在
や
過
去
の
研
究
者
の
研
究
に
対
す
る
姿
勢
や
考
え
方
、
発
想
法
、

テ
ー
マ
に
た
ど
り
着
い
た
経
緯
や
新
た
な
知
見
を
得
る
ま
で
の
試
行
錯
誤
な
ど
を
紹
介
す
る

こ
と
を
通
し
て
、
探
究
に
対
す
る
視
点
の
持
ち
方
や
研
究
す
る
意
義
等
に
つ
い
て
理
解
を
促

す
。

8
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７
．
指
導
の
視
点
（
例
）
②

②
科
学
的
な
見
方
・
考
え
方
や
数
学
的
な
見
方
・
考
え
方
を

豊
か
な
発
想
で
活
用
し
た
り
、
組
み
合
わ
せ
た
り
し
な
が
ら

（
融
合
性
）
、

課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
手
法
に
つ
い
て
は
、
数
学
や
理
科
に
お
け
る
既
習
の
手
法
の
ほ

か
、
設
定
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
主
体
的
に
学
び
身
に
付
け
る
手
法
も
含
め
、
数
学

及
び
理
科
の
手
法
を
幅
広
く
と
ら
え
て
指
導
す
る
（
必
ず
し
も
高
校
段
階
で
履
修
す
る
も
の
に

限
る
必
要
は
な
い
。
）
。

課
題
の
内
容
と
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
手
法
は
様
々
な
組
み
合
わ
せ
が
あ
り
得
る
こ
と
に

気
付
か
せ
る
。

科
学
的
、
数
学
的
な
手
法
に
よ
り
探
究
が
可
能
な
課
題
と
し
て
設
定
（
課
題
化
）
さ
せ
る
。

身
に
付
け
た
手
法
を
適
用
で
き
る
課
題
を
探
す
よ
う
な
順
序
と
な
ら
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

教
員
は
、
生
徒
の
主
体
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
探
究
の
実
現
可
能
性
を
考
慮
し
て
指
導
を
行
う
。 9
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７
．
指
導
の
視
点
（
例
）
③

③
探
究
的
な
学
習
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
（
手
立
て
）

10

仮
説
の
設
定
、
実
験
の
計
画
、
実
験
に
よ
る
検
証
、
実
験
デ
ー
タ
の
分
析
・
解
釈
、
推
論
な

ど
の
方
法
を
用
い
て
探
究
を
行
わ
せ
、
科
学
的
、
数
学
的
に
探
究
す
る
能
力
と
態
度
を
育

成
を
図
る
。

探
究
の
途
中
で
、
生
徒
同
士
で
互
い
の
探
究
の
内
容
等
に
つ
い
て
議
論
し
、
協
議
す
る
場

を
設
け
、
自
ら
の
探
究
の
在
り
方
に
つ
い
て
振
り
返
る
機
会
を
設
け
る
。

仮
説
的
推
論
の
繰
り
返
し
を
重
視
し
、
一
つ
の
手
法
や
考
え
方
に
拘
泥
す
る
の
で
は
な
く
、

振
り
返
り
と
見
通
し
を
繰
り
返
し
て
、
様
々
な
視
点
か
ら
解
決
し
よ
う
と
考
え
る
姿
勢
を
身
に

付
け
る
よ
う
促
す
。

生
命
倫
理
、
情
報
倫
理
等
を
含
む
研
究
倫
理
に
留
意
し
て
探
究
を
進
め
る
よ
う
指
導
す
る
。

大
学
や
企
業
等
の
外
部
の
協
力
を
得
て
、
探
究
の
進
め
方
等
に
つ
い
て
助
言
等
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
整
備
す
る
。
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７
．
指
導
の
視
点
（
例
）
④

④
新
た
な
価
値
の
創
造
に
向
け
て
粘
り
強
く
挑
戦
す
る
力
の

基
礎
を
培
う
（
挑
戦
性
、
ア
イ
デ
ィ
ア
の
創
発
）

11

研
究
の
成
果
は
、
観
察
、
実
験
な
ど
の
結
果
を
単
に
記
述
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
生
徒
自
身

が
課
題
を
解
決
す
る
過
程
を
表
し
た
研
究
報
告
書
を
作
成
す
る
よ
う
に
指
導
す
る
。

研
究
報
告
書
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
研
究
の
目
的
、
方
法
、
結
果
、
考
察
、
結
論
、
参
考

文
献
な
ど
の
必
要
事
項
を
含
む
よ
う
に
指
導
し
、
研
究
報
告
書
の
作
成
を
通
し
て
、
論
理
的

な
思
考
力
や
判
断
力
、
表
現
力
の
育
成
を
図
る
よ
う
に
す
る
。

研
究
発
表
会
な
ど
発
表
を
行
う
機
会
を
設
け
て
、
発
表
に
よ
り
表
現
力
を
高
め
た
り
、
互
い

の
研
究
に
つ
い
て
質
疑
応
答
を
行
っ
て
理
解
を
深
め
、
研
究
の
達
成
感
を
も
た
せ
る
。

発
表
会
等
に
お
い
て
は
、
大
学
や
企
業
等
の
外
部
の
者
か
ら
の
指
摘
も
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
体
制
を
整
備
す
る
。
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探
求
の
手
法
を

学
ぶ

探
究
の
一
連
の

流
れ
の
体
験

成
果
を
ま
と
め

発
表
す
る
経
験

知
的
好
奇
心
を

も
っ
て
事
象
に
接

し
て
課
題
を
設
定

探
究
の
主
体
的

な
実
施

校
内
外
で
の
成

果
の
発
表

探
究
を
深
め
る
段
階

基
礎
の
習
得
段
階

８
．
新
科
目
に
係
る
全
体
像

他
者
と
の
議
論
等

を
通
じ
て
多
面
的

に
思
考
す
る
力

探
究
に

係
る
知

識
・
技
能

知
的
好
奇
心
を

持
っ
て
事
象
に
接

し
、
課
題
を
見
出

し
設
定
す
る
力

高
等
学
校
に
お
け
る
評
価
の
視
点
（
考
え
ら
れ
る
例
）

・
本
質
を
見
抜
き
、
批
判
的
に
と
ら
え

る
思
考
力
と
感
覚

・
複
雑
な
事
象
か
ら
で
も
必
要
な
情

報
を
抽
出
し
、
定
量
化
で
き
る
力

・
複
雑
な
対
象
の
理
解
や
課
題
解
決

に
向
け
た
高
度
な
認
識
力
、
分
析

力
、
判
断
力

・
既
知
の
事
柄
を
一
般
化
し
た
り
類

推
し
た
り
し
て
、
新
し
い
局
面
を
切

り
開
く
力

・
多
面
的
な
視
点
か
ら
考
察
し
、
総

合
的
な
判
断
を
下
す
力

・
物
事
を
簡
潔
に
表
現
し
、
的
確
に

説
明
す
る
力

・
未
知
の
問
題
に
積
極
的
に
立
ち
向

か
い
、
冷
静
に
分
析
し
対
処
し
て

い
く
態
度

高
大
接
続
の
場

面
に
お
け
る
適

切
な
評
価

必
要
と
考
え
ら
れ

る
諸
条
件

学
校
全
体
と
し

て
の
指
導
体
制

の
整
備

生
徒
が
取
り
組

む
探
究
活
動
に

必
要
な
経
費
の

確
保

基
本
的
な
観

察
・
実
験
設
備

の
整
備

大
学
・
企
業
等

と
の
連
携
協
力

体
制
の
構
築

（
出
典
）
日
本
学
術
会
議
「
大
学
教
育
の
分
野
別
質
保

障
の
た
め
の
教
育
課
程
編
成
上
の
参
照
基
準
」

数
理
科
学
分
野
、
生
物
学
分
野
、
地
球
惑
星
科

学
分
野

探
究
の
プ
ロ

セ
ス
を
主
体

的
に
行
う
力

大
学
で
の
学
び

果
敢
に

挑
戦
す

る
態
度

12

教
員
の
指
導
力

の
育
成
（
養
成
・

研
修
）

適
切
な
教
材
の

提
供
、
指
導
事

例
の
共
有
化
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13

９
．
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
難
易
度
等
の
設
定
に
つ
い
て

生
徒
の
到
達
度
の
イ
メ
ー
ジ

進
路
先
の
イ
メ
ー
ジ

○
自
ら
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
を
一
貫
し
て
実
施
で
き
る
能
力
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
探
究
の
プ
ロ

セ
ス
を
メ
タ
認
知
で
き
る
生
徒
。

○
高
等
学
校
卒
業
後
に
、
大
学
・
大
学
院
等
に
進
学
し
、
主
と
し
て
数
学
や
理
科
の
分
野
に
お
け

る
研
究
に
向
け
た
学
習
を
継
続
す
る
意
思
を
有
す
る
生
徒
。

※
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
設
定
に
際
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
学
校
や
生
徒
の
状
況
に
応
じ

て
、
科
目
を
開
設
し
、
履
修
を
認
め
る
こ
と
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
。

※
特
に
分
野
を
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
探
究
的
な
学
習
等
を
行
う
も
の
と
し
て
「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
留
意
。

理
数
探
究
（
仮
称
）
は
、
選
択
科
目
と
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
お
り
、
以
下
の
よ
う
な
到
達
度
を
想
定
す
る
と
と
も

に
、
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
も
以
下
の
よ
う
な
方
向
性
に
進
む
こ
と
を
想
定
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
、
難

易
度
等
を
設
定
す
る
こ
と
と
し
て
は
ど
う
か
。
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１
０
．
諸
条
件
の
整
備
に
つ
い
て
①

指
導
体
制

数
学
及
び
理
科
の
教
員
を
中
心
に
全
校
的
な
指
導
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
。

探
究
を
深
め
る
段
階
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
４
０
人
の
生
徒
に
対
し
複
数
の
教
員
で
対

応
す
る
体
制
が
必
要
。

教
員
の
指
導
力
の
育
成

探
究
を
指
導
す
る
た
め
に
必
要
な
指
導
法
等
を
、
教
員
研
修
等
を
通
じ
て
習
得
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
（
研
修
の
企
画
・
立
案
に
当
た
っ
て
は
、
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の

指
導
法
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
す
）
。

養
成
段
階
に
お
い
て
も
、
探
究
的
な
学
習
を
指
導
す
る
た
め
の
能
力
の
育
成
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
。

14

教
材
、
指
導
事
例
集
等

基
礎
を
習
得
す
る
段
階
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
や
手
法
等
に
つ
い
て

教
科
書
等
適
切
な
教
材
を
用
い
て
指
導
す
る
こ
と
が
必
要
。

指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
化
で
き
る
よ
う
指
導
事
例
の
収
集
・
紹
介
を
行
う
こ
と
が
必
要
。
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１
０
．
諸
条
件
の
整
備
に
つ
い
て
②

必
要
経
費
の
確
保

生
徒
た
ち
が
探
究
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
物
品
等
（
書
籍
、
試
料
、
実
験
器
具
等
）
の

購
入
に
係
る
費
用
を
用
意
す
る
こ
と
が
必
要
。

外
部
と
の
連
携
協
力
体
制

生
徒
が
探
究
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
、
大
学
や
研
究
機
関
、
企
業
等
か
ら
の
助
言
等
の
支

援
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
。

学
校
の
立
地
等
に
よ
っ
て
直
接
的
に
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
、
遠
隔
に
よ
る
支
援
等
を
行
う
仕
組
み
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
。

15

環
境
整
備

理
科
室
や
実
験
器
具
等
、
探
究
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
必
要
な
施
設
・
設
備
等
を
整
備

す
る
こ
と
が
必
要
。

調
査
を
し
た
り
、
デ
ー
タ
を
分
析
・
処
理
し
た
り
す
る
た
め
の

IC
T環
境
の
整
備
が
必
要
。
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16

１
１
．
新
科
目
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
（
案
）

教
科

科
目

○
各
学
科
に
共
通
す
る
科
目

○
主
と
し
て
専
門
学
科
に
お
い
て

開
設
さ
れ
る
科
目

※
専
門
学
科
「
理
数
科
」
に
お
け
る
開
設
科
目

理
数
探
究
（
仮
称
）
（
３
～
６
）

理
数
探
究
基
礎
（
仮
称
）
（
１
）

理
数
数
学
Ⅰ
、
理
数
数
学
Ⅱ

理
数
物
理
、
理
数
化
学
、
理
数
生
物
、

理
数
地
学

※
主
と
し
て
専
門
学
科
に
お
い
て
開
設
さ
れ
る
科
目
と
し
て

設
定
さ
れ
て
い
る
「
理
数
」
の
「
課
題
研
究
」
は
廃
止
す
る
。

「
理
数
」

理
数
探
究
（
仮
称
）
（
２
～
５
）

（
案
の
１
）

（
案
の
２
）

※
「
理
数
探
究
基
礎
」
の
学
習
内
容
を
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
や
他

の
教
科
・
科
目
に
お
い
て
十
分
に
習
得
し
て
い
る
場
合
に
は
、
「
理
数
探

究
」
の
み
を
履
修
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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参
考
：
名
称
の
考
え
方
①

○
現
在
の
教
科
「
理
数
」
の
用
語
の
意
味

→
理
科
と
数
学
を
対
象
と
す
る
教
科
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

○
「
数
理
」
と
い
う
文
言
を
使
う
こ
と
に
つ
い
て

・
数
学
を
用
い
て
探
究
的
な
学
習
を
行
う
こ
と
が
明
確
に
示
せ
る
一
方
、
数
学
の
科
目
と

解
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

・
教
科
「
理
数
」
と
の
違
い
の
説
明
が
困
難
。

「
理
数
」
と
「
数
理
」

17

「
数
理
」
よ
り
も
、

「
理
数
」
の
方
が
、

科
目
の
内
容
等

に
つ
い
て
誤
解
を

生
じ
さ
せ
ず
、
適

当
で
は
な
い
か
。

○
辞
書
に
お
け
る
説
明

「
数
理
」

・
数
学
の
理
論
。
俗
に
、
算
数
・
計
算
の
こ
と
（
広
辞
苑
）

・
数
学
の
理
論
。
計
算
の
方
法
。
（
大
辞
林
）

・
数
学
の
理
論
。
計
算
な
ど
、
数
的
な
方
面
。
（
明
鏡
国
語
辞
典
）

「
理
数
」

・
理
科
と
数
学
（
広
辞
苑
）
（
大
辞
林
）
（
明
鏡
国
語
辞
典
）
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参
考
：
名
称
の
考
え
方
②

「
探
究
」
と
「
研
究
」

○
辞
書
に
お
け
る
説
明

「
探
究
」

・
物
事
の
真
の
姿
を
さ
ぐ
っ
て
見
き
わ
め
る
こ
と
（
広
辞
苑
）

・
物
事
の
真
相
・
価
値
・
在
り
方
な
ど
を
深
く
考
え
て
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
（
大
辞
林
）

・
物
事
の
真
の
姿
を
明
ら
か
に
し
、
見
き
わ
め
よ
う
と
す
る
こ
と
。
（
明
鏡
国
語
辞
典
）

「
探
究
学
習
」

・
探
究
の
過
程
（
観
察
、
分
類
、
測
定
、
伝
達
、
予
測
等
）
に
児
童
生
徒
が
主
体
的
に
参
加
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
探
究
能
力

(観
察
能
力
、
分
類
能
力
等

)、
科
学
概
念
、
望
ま
し
い
態
度
の
育
成
を
ね
ら

う
も
の
（
新
教
育
学
大
辞
典
）

「
研
究
」

・
よ
く
調
べ
考
え
て
真
理
を
き
わ
め
る
こ
と
（
広
辞
苑
）

・
物
事
に
つ
い
て
深
く
考
え
た
り
調
べ
た
り
し
て
真
理
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
（
大
辞
林
）

・
物
事
を
学
問
的
に
深
く
調
べ
た
り
考
え
た
り
し
て
、
事
実
や
理
論
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

ま
た
、
そ
の
内
容
（
明
鏡
国
語
辞
典
）

新
科
目
で
は
、
①
成

果
の
質
よ
り
も
、
学

習
の
過
程
を
重
視

す
る
こ
と
、
②
学
習

活
動
と
し
て
の
性
格

が
明
確
に
な
る
こ
と

か
ら
、
「
探
究
」
と
い

う
文
言
の
方
が
適

当
で
は
な
い
か
。

18

○
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
用
例

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
「
物
理
」
に
お
い
て
は
、
「
自
然
の
事
物
・
現
象
の
中

か
ら
物
理
学
的
な
立
場
で
問
題
を
見
い
だ
し
、
観
察
、
実
験
を
中
心
に
科
学
の
方
法

を
適
用
し
な
が
ら
問
題
を
解
決
し
て
い
く
と
い
う
探
究
の
過
程
を
た
ど
ら
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
科
学
の
方
法
を
習
得
さ
せ
、
物
理
学
的
に
探
究
す
る
能
力
や
態
度
を
育
て

る
」
と
し
て
い
る
。
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情
報
科
新
科
目
の
イ
メ
ー
ジ
（
案
）

情
報
科
各
科
目
の
項
目
構
成
の
考
え
方

項
目
（
１
）

・
情
報
社
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
る

・
問
題
の
発
見
・
解
決
に
情
報
技
術
を
活
用

す
る
こ
と
の
有
用
性
に
つ
い
て
考
え
る

※
項
目
（
２
）
～
（
４
）
の
導
入
と
し
て
位
置
付
け
る

項
目
（
２
）
～
（
４
）
（
情
報
Ⅱ
（
仮
称
）
は
（
２
）
～
（
４
））

①
（
各
項
目
に
応
じ
た
）
情
報
、
情
報
技
術
や

問
題
解
決
の
手
法
等
を
理
解
す
る

②
問
題
の
発
見
・
解
決
に
情
報
技
術
を
活
用

す
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
情
報
活
用
を
評

価
・
改
善
す
る

※
②
に
お
い
て
は
、
①
に
お
い
て
習
得
し
た
知
識

の
概
念
化
を
図
る
ほ
か
、
問
題
の
発
見
・
解
決

に
情
報
技
術
を
活
用
す
る
能
力
の
向
上
、
情
報

社
会
に
参
画
す
る
態
度
の
育
成
を
図
る

※
主
と
し
て
②
に
お
い
て
、
情
報
科
に
お
け
る
「
見

方
・
考
え
方
」
を
働
か
せ
る
と
と
も
に
成
長
さ
せ

る

※
必
ず
し
も
①
、
②
の
順
に
学
習
す
る
も
の
で
は

な
く
、
「
情
報
科
に
お
け
る
学
習
プ
ロ
セ
ス
の
例
」

に
示
す
よ
う
に
、
学
び
の
つ
な
が
り
と
広
が
り
と

を
意
図
し
て
、
情
報
や
情
報
技
術
等
に
関
す
る

知
識
の
習
得
と
、
そ
れ
ら
の
知
識
の
問
題
発

見
・
解
決
へ
の
活
用
を
並
行
し
て
行
う
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。

「
情
報
Ⅰ
（
仮
称
）
」
（
情
報
と
情
報
技
術
を
問
題
の
発
見
と
解
決
に
活
用
す
る
た
め
の
科
学
的
な
考
え
方
等
を
育
成
す
る
共
通
必
履
修
科
目
）

問
題
の
発
見
・
解
決
に
向
け
て
、
事
象
を
情
報
と
そ
の
結
び
付
き
の
視
点
か
ら
捉
え
、
情
報
技
術
を
適
切
か
つ
効
果

的
に
活
用
す
る
力
を
育
む
科
目

（
項
目
の
構
成
案
）

「
情
報
Ⅱ
（
仮
称
）
」
（
発
展
的
な
内
容
の
選
択
科
目
）

「
情
報
Ⅰ
（
仮
称
）
」
に
お
い
て
培
っ
た
基
礎
の
上
に
、
問
題
の
発
見
・
解
決
に
向
け
て
、
情
報
シ
ス
テ
ム
や
多
様
な

デ
ー
タ
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
活
用
し
、
あ
る
い
は
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
を
創
造
す
る
力
を
育
む
科
目

（
項
目
の
構
成
案
）

(1
) 情
報
社
会
の
問
題
解
決

中
学
校
ま
で
に
経
験
し
た
問
題
解
決
の
手
法
や
情
報
モ
ラ
ル
な
ど
を
振
り
返
り
、

こ
れ
を
情
報
社
会
の
問
題
の
発
見
と
解
決
に
適
用
し
て
、
情
報
社
会
へ
の
参
画

に
つ
い
て
考
え
る
。

(2
) コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
情
報
デ
ザ
イ
ン

情
報
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
的
確
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
を
育
む
。

(3
) コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
す
る
力
、
事
象
を
モ
デ
ル
化
し
て

問
題
を
発
見
し
た
り
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
モ
デ
ル
を
評
価
し
た
り
す
る
力

を
育
む
。

(4
) 情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
デ
ー
タ
の
利
用

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
て
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
力
を
育
む
。

(1
) 情
報
社
会
の
進
展
と
情
報
技
術

情
報
社
会
の
進
展
と
情
報
技
術
と
の
関
係
に
つ
い
て
歴
史
的
に
捉
え
、

AI
等
の

技
術
も
含
め
将
来
を
展
望
す
る
。

(2
) コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ

画
像
や
音
、
動
画
を
含
む
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
を
用
い
た
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
力
を
育
む
。

(3
) 情
報
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
手
法
を
活
用
し
て
情
報
を
精
査
す
る
力
を
育
む
。

(4
) 情
報
シ
ス
テ
ム
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
力
を
育
む
。

○
課
題
研
究

情
報
Ⅰ

(仮
称

)及
び
情
報
Ⅱ

(仮
称

)の
(1

)～
(4

)に
お
け
る
学
習
を
総
合
し
深
化

さ
せ
、
問
題
の
発
見
・
解
決
に
取
り
組
み
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
。
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情
報
科
新
科
目
の
イ
メ
ー
ジ
（
詳
細
版
：
案
）

項
目

資
質
・
能
力
（
指
導
内
容
の
構
造
）

学
習
活
動
（
課
題
設
定
）
の
例

(1
) 情
報
社
会
の
問
題
解
決

中
学
校
ま
で
に
経
験
し
た
問
題
解
決
の
手
法
や
情
報
モ
ラ
ル
な
ど
を
振
り
返
り
、
こ
れ
を
情
報
社
会

の
問
題
の
発
見
と
解
決
に
適
用
し
て
、
情
報
社
会
へ
の
参
画
に
つ
い
て
考
え
る
。

ⅰ
）
中
学
校
ま
で
に
学
習
し
た
知
識
・
技
能
の
再
確
認
（
情
報
化
が
社
会
に
果
た
す
役
割
と
及
ぼ
す

影
響
、
情
報
に
関
す
る
法
・
制
度
や
マ
ナ
ー
、
情
報
モ
ラ
ル
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
等
）
、
問
題
発
見
・

解
決
の
手
法

ⅱ
）
問
題
の
発
見
・
解
決
に
情
報
技
術
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る
力

ⅲ
）
問
題
の
発
見
・
解
決
に
情
報
技
術
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
態
度
、
情
報
モ
ラ

ル
な
ど
に
配
慮
し
情
報
社
会
に
主
体
的
に
参
画
し
よ
う
と
す
る
態
度

Q
：
「
現
在
の
情
報
社
会
に
は
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
か
、
そ
の
解
決

も
含
め
て
根
拠
を
挙
げ
て
考
え
て
み
よ
う
。
」

そ
の
際
、
問
題
解
決
の
基
本
的
方
法
に
沿
っ
て
、
問
題
の
発
見
・
解

決
と
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
問
題
点
の
指
摘
に
当
た
っ
て
は
統
計
的

手
法
な
ど
を
用
い
、
問
題
の
解
決
に
当
た
っ
て
は
、
適
切
な
情
報
技
術

を
選
択
し
効
果
的
に
活
用
す
る
よ
う
に
す
る
。

(2
) コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
情

報
デ
ザ
イ
ン

情
報
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
的
確
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
を
育
む
。

ⅰ
）
情
報
と
メ
デ
ィ
ア
の
特
徴
、
情
報
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
化
、
情
報
デ
ザ
イ
ン
の
ル
ー
ル
（
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
、

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
）
、
情
報
の
信
頼
性
や
信
憑
性
、
著
作
権
な
ど
へ
の
配
慮
、
情
報
化
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
変
化

ⅱ
）
情
報
デ
ザ
イ
ン
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
適
用
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
力

ⅲ
）
情
報
を
吟
味
し
そ
の
価
値
を
見
極
め
て
い
こ
う
と
す
る
態
度
、
情
報
モ
ラ
ル
な
ど
に
配
慮
し
情
報

社
会
に
主
体
的
に
参
画
し
よ
う
と
す
る
態
度

Q
：
「
学
校
や
部
活
動
を
紹
介
す
る

W
eb
ペ
ー
ジ
を
作
る
こ
と
を
通
し
て
、

見
や
す
く
、
使
い
や
す
く
、
内
容
が
的
確
に
伝
わ
る

W
eb
ペ
ー
ジ
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
考
え
て
み
よ
う
。
」

そ
の
際
、
情
報
を
整
理
し
ル
ー
ル
に
従
っ
て
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
の
有

用
性
を
実
感
す
る
よ
う
に
す
る
。

(3
) コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
す
る
力
、
事
象
を
モ
デ
ル
化
し
て
問
題
を
発
見
し
た
り

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
モ
デ
ル
を
評
価
し
た
り
す
る
力
を
育
む
。

ⅰ
）
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
内
部
で
の
情
報
の
表
し
方
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
情
報
が
処
理
さ
れ
る
仕
組
み
、
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
、
モ
デ
ル
化
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方
、
最
適
化
の
考
え
方

ⅱ
）
問
題
の
発
見
・
解
決
に
向
け
て
適
切
か
つ
効
果
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
た
り
、
モ
デ
ル
化
や
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
す
る
力

ⅲ
）
自
ら
の
情
報
活
用
を
振
り
返
り
評
価
・
改
善
し
（
見
通
し
を
も
っ
て
試
行
錯
誤
し
）
情
報
技
術
を
適

切
か
つ
効
果
的
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
態
度
、
情
報
社
会
に
主
体
的
に
参
画
し
よ
う
と
す
る
態
度

Q
：
「
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
や
表
計
算
ソ
フ
ト
な
ど
の
内
部
で
は
ど
の
よ
う
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
働
き
情
報
が
処
理
さ
れ
て
い
る
の
か
考
え
て
み
よ
う
。
」

そ
の
際
、
基
本
的
な
機
能
を
実
現
す
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
考

え
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
最
適
化
も
行
う
よ
う
に

す
る
。

Q
：
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
爆
発
的
に
増
え
る
理
由
、
感
染
を
抑
え
る
た

め
の
方
法
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
」

そ
の
際
、
関
係
す
る
変
数
が
少
な
く
そ
の
関
係
を
数
式
で
表
す
こ
と

が
で
き
る
問
題
を
扱
い
、
問
題
の
解
決
に
必
要
な
条
件
を
見
い
だ
し
そ

の
関
係
性
を
記
述
す
る
よ
う
に
す
る
。

(4
) 情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
デ
ー
タ
の
利
用

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
て
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
力
を
育
む
。

ⅰ
）
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組
み
、
プ
ロ
ト
コ
ル
の
役
割
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
仕

組
み
、
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
概
念

ⅱ
）
問
題
の
発
見
・
解
決
に
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
デ
ー
タ
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る
力

ⅲ
）
自
ら
の
情
報
活
用
を
振
り
返
り
評
価
・
改
善
し
情
報
技
術
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
活
用
し
よ
う
と

す
る
態
度
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
に
配
慮
し
て
情
報
社
会
に
主
体
的
に
参
画
し
よ
う
と
す
る
態

度

Q
：
「
修
学
旅
行
の
行
き
先
な
ど
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

W
eb
サ
イ

ト
に
設
置
し
て
実
施
し
、
そ
の
仕
組
み
を
考
え
て
み
よ
う
。
」

そ
の
際
、

W
eb
サ
ー
バ
、
コ
ン
テ
ン
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
連
携
と
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
仕
組
み
の
概
要

を
理
解
す
る
よ
う
に
す
る
。
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項
目

資
質
・
能
力
（
指
導
内
容
の
構
造
）

学
習
活
動
（
課
題
設
定
）
の
例

(1
) 情
報
社
会
の
進
展
と
情

報
技
術

情
報
社
会
の
進
展
と
情
報
技
術
と
の
関
係
に
つ
い
て
歴
史
的
に
捉
え
、

AI
等
の
技
術
も
含
め
将
来
を

展
望
す
る
。

ⅰ
）
情
報
技
術
と
情
報
社
会
の
関
係
の
歴
史
的
概
観
、

AI
等
今
日
・
将
来
の
技
術
の
概
観

ⅱ
）
問
題
の
発
見
・
解
決
に
情
報
技
術
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る
力

ⅲ
）
問
題
の
発
見
・
解
決
に
情
報
技
術
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
態
度
、
情
報
社
会

に
主
体
的
に
参
画
し
そ
の
発
展
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
態
度

Q
：
「
情
報
技
術
の
進
展
に
よ
っ
て
、
情
報
社
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
方
法
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
の
か
、
ま
た
今
後
ど
の
よ
う
な

技
術
が
現
れ
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
か
を
考
え
て
み
よ
う
。
」

そ
の
際
、
既
存
技
術
の
改
善
と
新
た
な
技
術
の
開
発
の
両
面
に
着

目
す
る
よ
う
に
す
る
。

(2
) コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
情

報
コ
ン
テ
ン
ツ

画
像
や
音
、
動
画
を
含
む
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
を
用
い
た
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
を
育
む
。

ⅰ
）
多
様
な
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
の
特
性
及
び
処
理
と
表
現
の
方
法
、
デ
ー
タ
圧
縮
の
方
法

ⅱ
）
多
様
な
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
適
用
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
力

ⅲ
）
情
報
を
吟
味
し
そ
の
価
値
を
見
極
め
て
い
こ
う
と
す
る
態
度
、
情
報
社
会
に
主
体
的
に
参
画
し
そ

の
発
展
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
態
度

Q
：
「
学
校
紹
介
な
ど
の
具
体
的
な
目
的
に
沿
っ
て
、
画
像
、
音
声
、
動

画
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
含
む
デ
ィ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

を
作
成
し
て
み
よ
う
。
」

そ
の
際
、
閲
覧
者
の
操
作
に
対
応
す
る
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
性
を
持
た

せ
る
よ
う
に
す
る
。

(3
) 情
報
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
手
法
を
活
用
し
て
情
報
を
精
査
す
る
力
を
育
む
。

ⅰ
）
多
様
な
デ
ー
タ
の
特
性
及
び
処
理
と
表
現
の
方
法
、
統
計
的
手
法
の
活
用
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の

分
析
方
法

ⅱ
）
問
題
の
発
見
・
解
決
に
向
け
て
多
様
な
デ
ー
タ
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る
力

ⅲ
）
情
報
を
吟
味
し
そ
の
価
値
を
見
極
め
て
い
こ
う
と
す
る
態
度
、
情
報
社
会
に
主
体
的
に
参
画
し
そ

の
発
展
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
態
度

Q
：
「
コ
ン
ビ
ニ
の
弁
当
の
販
売
計
画
は
ど
の
よ
う
に
立
て
ら
れ
て
い
る

の
か
を
考
え
、
立
案
し
て
み
よ
う
。
」

そ
の
際
、
関
係
す
る
変
数
が
多
く
、
数
式
で
表
す
こ
と
が
難
し
く
、
考

慮
す
べ
き
デ
ー
タ
も
多
い
問
題
を
扱
い
、
そ
の
分
析
方
法
を
考
え
る
よ

う
に
す
る
。

(4
) 情
報
シ
ス
テ
ム
と
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ

情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
力
を
育
む
。

ⅰ
）
複
数
の
情
報
機
器
が
協
調
し
て
働
く
シ
ス
テ
ム
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（
暗
号
化
な
ど
）
、
シ
ス
テ
ム

設
計
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ⅱ
）
問
題
の
発
見
・
解
決
に
向
け
て
適
切
か
つ
効
果
的
な
情
報
シ
ス
テ
ム
の
設
計
し
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

す
る
力

ⅲ
）
自
ら
の
情
報
活
用
を
振
り
返
り
評
価
・
改
善
し
（
見
通
し
を
も
っ
て
試
行
錯
誤
し
）
情
報
技
術
を
適

切
か
つ
効
果
的
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
態
度
、
情
報
社
会
に
主
体
的
に
参
画
し
そ
の
発
展
に
寄
与

し
よ
う
と
す
る
態
度

Q
：
「
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
状
況
を
見
守
り
、
異
常
が
あ
れ
ば
遠
く

離
れ
た
子
供
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
る
シ
ス
テ
ム
を

作
っ
て
み
よ
う
。
」

そ
の
際
、
必
要
な
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
を
考
え
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
そ

れ
を
統
合
す
る
よ
う
に
す
る
。

○
課
題
研
究

情
報
Ⅰ

(仮
称

)及
び
情
報
Ⅱ

(仮
称

)の
(1

)～
(4

)に
お
け
る
学
習
を
総
合
し
深
化
さ
せ
、
問
題
の
発

見
・
解
決
に
取
り
組
み
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
。

※
独
立
し
た
項
目
と
し
て
位
置
付
け
る
か
等
は
引
き
続
き
検
討
す
る

情
報
Ⅱ
（
仮
称
）
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